






屋内運動場

1/20

第2GL+200GL+200

渡
り

廊
下

給
 
食
 車

駐
 
禁

駐
 車

 禁
 止

洗場

雲　梯

タイヤ跳び

ハ
ン
ト
ー
棒

時計

変電設備 受水槽

洗場

洗場

道
路
境
界

線

校 舎 棟

校 舎 棟

（管理棟）

（北 棟） （南 棟）

駐輪場

四
絡

30
号
線

来
 
客
 
用

来
 
客
 
用

来
 客
 用

来
 客
 用

来
 客
 用

来
 客
 用

来
 客
 用

来
 客
 用

7,400 3,500

道路幅員

敷地境界線

掲揚台

既存

既存既存

既存

既存

株式会社

１級建築士事務所登録 第(5)10401号

１級建築士 　　　　　第　153241号　江角 彰宣

み ず ほ 設 計

出雲市教育委員会 教育部 教育施設課

A2　→　A3　71％縮小図面番号 工　　　　事　　　　名 図　面　種　別 縮　　尺 設計年月

2026.02
仮設計画図１

四絡小学校屋内運動場改築建築工事
（屋体建設期間）

建地：単管パイプ＠2.0ｍ

控え：単管パイプ3.0ｍ

根がらみ：単管パイプ1.5ｍ

布：単管パイプ成形鉄板H=3,000

※単管パイプφ48.6×2.4
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仮囲いＢ断面図　　1/50

凡例

：工事範囲を示す。

：砕石敷き範囲を示す。ｔ150 既存利用

：敷き鉄板　1500×3000ｔ22（18枚）

：交通誘導員

1/300

仮設スロープ
鉄板下砂利敷き

仮囲いＢ

仮囲いＡ

：ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ　H=1,800・W=6,000　新設→撤去 (設置14か月)

：タンク付高圧洗車機（エンジン式）を示す。(設置14か月)

：仮囲いＡを示す。：200ｍ (設置12か月)

：仮囲いＢを示す。：109ｍ　前工事から引継ぎ (設置12か月)

：表層改良範囲を示す。 改良高さH=600 混入量50kg/m3
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倉庫2

既存砕石敷きの上滑り止めマット付仮設敷き鉄板 t19
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巾木調整

建地：単管パイプ＠2.0ｍ

根がらみ：単管パイプ1.0ｍ

布：単管パイプ波形亜鉛鉄板H=1,800

巾木：足場板

仮囲いＡ断面図　　1/50

控え：単管パイプ2.0ｍ

※単管パイプφ48.6×2.4
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2026.02
仮設計画図２

四絡小学校屋内運動場改築建築工事
（渡り廊下外構工事期間）

凡例

：工事範囲を示す。

：砕石敷き範囲を示す。ｔ150 既存利用

：敷き鉄板　1500×3000ｔ22（18枚）

：交通誘導員

1/300

仮設スロープ
鉄板下砂利敷き

仮囲いＢ

：ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ　H=1,800・W=6,000　新設→撤去 (設置14か月)

：タンク付高圧洗車機（エンジン式）を示す。(設置14か月)

：仮囲いＢを示す。：75ｍ　前工事から引継ぎ (設置1か月)

：仮囲いＣ（フェンスバリケード H1800）を示す。：142ｍ (設置1か月)

仮囲いＣ

仮囲いＡ

建地：単管パイプ＠2.0ｍ

控え：単管パイプ3.0ｍ

根がらみ：単管パイプ1.5ｍ

布：単管パイプ成形鉄板H=3,000

※単管パイプφ48.6×2.4
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建地：単管パイプ＠2.0ｍ

根がらみ：単管パイプ1.0ｍ

布：単管パイプ波形亜鉛鉄板H=1,800

巾木：足場板

仮囲いＡ断面図　　1/50

※単管パイプφ48.6×2.4

控え：単管パイプ2.0ｍ
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2026.02
（外構工事期間）

仮設計画図３
四絡小学校屋内運動場改築建築工事

凡例

：工事範囲を示す。

：砕石敷き範囲を示す。ｔ150 既存利用

：敷き鉄板　1500×3000ｔ22（18枚）

1/300

仮設スロープ
鉄板下砂利敷き

仮囲いＣ

仮囲いＢ

：交通誘導員

：ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ　H=1,800・W=6,000　新設→撤去 (設置14か月)

：タンク付高圧洗車機（エンジン式）を示す。(設置14か月)

：仮囲いＢを示す。：75ｍ　前工事から引継ぎ (設置14か月)

：仮囲いＣ（フェンスバリケード H1800）を示す。：159ｍ (設置1か月)

仮囲いＡ

建地：単管パイプ＠2.0ｍ

控え：単管パイプ3.0ｍ

根がらみ：単管パイプ1.5ｍ

布：単管パイプ

※単管パイプφ48.6×2.4
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成形鉄板H=3,000
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建地：単管パイプ＠2.0ｍ

根がらみ：単管パイプ1.0ｍ

布：単管パイプ波形亜鉛鉄板H=1,800

巾木：足場板

仮囲いＡ断面図　　1/50

※単管パイプφ48.6×2.4

控え：単管パイプ2.0ｍ
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LEDセンサーライト

ガラリ
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ポリエチレン製　ダブルウォール（中空）成形品 t=30mm

ポリエチレン製　ダブルウォール（中空）成形品 t=30mm

ポリエチレン製　ダブルウォール（中空）成形品 t=40mm

ポリエチレン製　ダブルウォール（中空）成形品 t=60mm

ポリエチレン製　ダブルウォール（中空）成形品　

ガラリ付

ルーフ

サイドパネル

フロントパネル

床・土台

バックパネル

仕　上　表

M10頭出し 30mm
アンカーボルト

130590130

850

220410220

1
5

1,
0
9
5

1
5

1,
1
2
5

100100 1,125

1,325

溶接金網6φ-150×150
 再生クラッシャランRC-40

コンクリート金コテ　目地切＠2000以内
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1
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850850850

2,550

100100

2,750

2,550

連結金具固定（南面共）

ｱﾝｶｰﾌﾟﾚｰﾄ t2.3

CB 390×190×100 9ヶ所

土間筋：縦横共D10＠250ｼﾝｸﾞﾙD13

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金こて押え
土間ｺﾝｸﾘｰﾄｔ100

砕石(RC)ｔ100
捨てｺﾝｸﾘｰﾄｔ50

2,150 100100

GL

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金こて押え
土間ｺﾝｸﾘｰﾄｔ100

砕石(RC)ｔ100
捨てｺﾝｸﾘｰﾄｔ50

2,150 100100
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土間筋：縦横共D10＠250ｼﾝｸﾞﾙ
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D13

屋根 溶融亜鉛めっき鋼板 t1.2

壁パネル 溶融亜鉛めっき鋼板 t0.5

扉 溶融亜鉛めっき鋼板 t0.8

特記事項

1.使用鉄筋

D16以下　ー　SD295A　

基礎　ー　Fc = 21 N/mm2　スランプ15cm

捨てコン　ー　Fc = 18 N/mm2

2.コンクリート強度

仕　上　表

断面図

平面図

側面図正面図

平面図

仮設トイレ　平面・断面図・土台底面図　1/40
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仮設トイレ(設置14ヶ月)
基礎 撤去

撤去
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一級建築士登録 第190285号
構造設計一級建築士 第　5226号

石倉保富

有限
会社石倉保富建築構造設計

松江市学園二丁目24番12号
TEL 0852-26-7170

構造 島根県知事登録 第(6)1899号-鉄骨構造　標準図（１）S001

P000

四絡小学校屋内運動場改築建築工事 2026.02
出雲市教育委員会 教育部 教育施設課

t
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2. 製作要領

締付長さ

座金厚さ

ナット高さ

余長

首下長さ

トルシア形高力ボルトボルトの所要長さ

ねじの呼び 締付け長さに加える長さ

技術検定試験に合格し、引き続き半年以上溶接に従事している者とする。　　　　　　　　　　

本溶接を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

35mm 以上かつ
2 以上　　

エンドタブ

内に上記溶接規準図の溶接番号を記入のこと。

角形鋼管柱

柱通し

梁通し

ハンチ梁

θ

θ

スカラップ

同厚以上

設計上必要な長さ以上

勾配が をこえる場合は 内ダイアフラムの場合は柱の角の

ダイアフラム

と同厚以上

柱脚

断面

断面

断面内ダイアフラム

平面図

(1) 一般事項

5.

建物の規模 使用鋼材

全て
全て

全構連鉄建協

②

③ J

の建築物」

設計仕様になっている部分及び継ぎ手部分は、塗装をしない。　　　　　　　　　　　　　　

エンドタブを取り付ける。　　　　　　　　　　　　　　

裏当て金

現場溶接の開先面には、開先部をいためない様に、養生を行う。　　　

裏はつりは、溶接規準図において裏はつりと記載のある部分は全て、溶接管理技術者の確認を

開先角度：θ

複合円を滑らかに

仕上げること。

ダイヤフラム側は連続溶接としてもよい。

G

θ

備考

比重

比重

厚

折版　　　　　　　　 型式

厚

厚型式

使用箇所

試験杭 有 無 打ち込み 載荷

種類

適用箇所 種類

普通

普通

普通

設計基準強度　 スランプ　 cm

有 無

有 無

現場溶接使用箇所

13.5

18

18

18

18

21

21

21

24軽量

軽量普通

普通

厚

押出成形セメント板

検査箇所 特記事項

突合せ溶接部

ｵ-ﾊﾞ-ﾗｯﾌ・゚余盛・サイズ・他
％

第三者 工事管理者

検査率又は検査数
検査方法

超音波探傷試験

自主

個

現場における高力ボルト接合部、その他の接合部の素地調整は入念に行い、締め付け後の塗装は工場塗装と

両側溶接

片側溶接

溶接姿勢

溶接姿勢

θ θ

補強すみ肉溶接を付加する。

溶接姿勢

両側に補強すみ肉溶接を付加する。

溶接姿勢

両側に補強すみ肉溶接を付加する。

7

7

7

平継手で板厚が異なるとき

同厚以上

同厚以上

同厚以上

又は

又は

又は

又は又は

又は

又は

又は

又は

又は

a a b b

c c

継手リストによる

又は

又は

又は

又はa a

b b

c c

ガス抜き　φ≧≧φ
ガス抜き

内ダイアフラムの場合は内ダイアフラムの場合は

モルタルを後詰めにする場合は空隙の出来ない

.

(2) 柱脚ピン

備考中間筋柱主筋

形

角

鋼

管

以上

以上

.

鋼

形

埋込形の隅柱・側柱の納まり例

する場合は設計図書による
アンカーフレームを使用

基礎梁のない側 基礎梁のある側

梁上筋

割裂防止用中間筋

横
定

着

梁下筋. 梁
筋･

･

(3) 柱脚固定の配筋

根巻形

主筋

・頭付スタッドの納まりに注意する。

埋
込

形
の

埋
込

長
さ

以
上

と
す

る
。

根巻形柱脚を採用する場合には耐力、変形性能

などについて十分に注意して設計されたもの。
廻し溶接

角形鋼管の場合

認定柱脚 ○ 認定柱脚を使用する場合はメーカー仕様による。

Fc=N/mm

18

3
5

e

e

G

25

無収縮モルタルを注入する。

ように充填する。　　　　　　　　　　　　　

200
4-M16

4-M20

2-M16

4-M20

4-M22

ベタ基礎 独立基礎 有 無載荷試験

有 無長期許容支持力度

地盤調査資料 有 敷地内

無 有 無調査予定 載荷試験

杭種 種類 施工法 特記事項

布基礎

試験堀

近隣

Ⅱ種Ⅰ種 打ち込み

埋め込み摩擦杭

Ⅲ種 Ⅳ種鋼管杭

鋼管

鉄骨構造標準図(1)

1.一般事項

軒高≦ 9.0m

階数≦ 3階

梁間≦ 13.0m

延面積≦3000㎡

※2

※3

※1

都道府県建設大臣認定

(グレード)

(ランク)

SS400
SM400
SMA400
STK400
STKR400

延面積3000㎡以下

かつ延面積3000㎡以下

、かつ3階建以下、かつ延面積500㎡以下

(a)鉄骨製作及び施工に先だって「鉄骨工事製作要領書」を提出し工事管理者の承認を得る。　　　

(b)鋼管部材の分岐継手部の切断は、鋼管自動切断機による。　　　　　　　　　　　　　　　　　

30mm (25mm)

35mm (30mm)

40mm (35mm)

45mm (40mm)

M16

M20

M22

M24

(b)本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない。　　　　　　　　　　　　

(a)高力ボルトは全て F10T(S10T) 

(a)溶接工

(b)溶接機器

(ﾎ)溶接電流と測定する電流計　

(ﾍ)溶接棒乾燥器　　　　　　　

(ｲ)組立溶接位置は、溶接の始、終端、偶角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける。

(ﾛ)完全溶込み溶接部の組立て溶接は、原則として裏はつりの側に施工する。　　

(ﾊ)やむを得ず開先内に仮付溶接を行った場合はガウジングにて組立て溶接部を完全に除去した後、

(ｲ)エンドタブ

)完全溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

)エンドタブの材質は、母材と同質とする。　　　　　

で40mm以上とし特記のない場合は溶接終了後、母材

プレス鋼板タブ、固形タブ等の使用については、資料を提出して工事監理者の承認を得る。)

(ﾛ)裏当て金は、母材と同質材料とし寸法は幅20mm以上として、厚さは手溶接で6mm以上、半自

動溶接で9mm以上とする。　　　　　　

(ﾊ)スカラップは、半径で25～35mmとする。　　　　　　　

(4)塗装

3.標準仕様

(1)使用構造材料

SS400 SM400

BCR295 BCP235

(2)地業工事

100％

100％

6

100％

4.0%

抜取方法

2回抜取

AOQL 検査水準

(4)防錆塗装

4.溶接規準図

(1)すみ肉溶接

S S

t1

t
1

S

8以下

6

9～10

7

11～13 14～16

10 12

R
≦

2

a＞10の場合

6＜t

t
2

1

f

t

t1

t
t1

S

f

t
t
1

25以上

25以上

G

G

R
≦
2

R
≦

2

S=t/4

MC GC・NGC

t G t1 G t1

設
計

図
に

よ
る

6

7

66

9

9

9

9

9

45゜

35゜

35゜

6≦t＜12

12≦t＜19

19≦t

F・V

θ=45゜

G=0～2

θ=45゜

G=0～2

G=0～2

R
≦

2

S
S

t

G=0

θ=45゜

θ=60゜

S
S

R
≦

2

1/
3
(
t-

R
)

t2/
3
(
t-

R
)

(3)柱・梁接合部

S=t/4

t 6＜t＜16

S=t/4

t t≧16

F・V

F・V

2
0

梁FPLと

2
0

梁FPLと

20

柱FPLと

20

20 20

2020

梁FPLと

1
00

以
上

1
00

以
上

R≧50

250

300

350

150～194

200～244

250～340

350～390

400～488

Fc=18

Fc=21

Fc=18

Fc=21

16

19

16

19

22

8-D16

12-D16

4-D16

8-D16

12-D16

12-D19

1-D19

1-D19

1-D22

1-D16

1-D19

1-D19

1-D22

1-D25

D10@100

D13@100

D10@100

D13@100

≧3
1

30～50

40d以上

A・BOLTｺﾝｸﾘｰﾄ ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

補強板は柱と同質・同厚以上

D
1
0
@1

0
0
以

上

スカラップ部分は
廻し溶接する

外ダイアフラム

内ダイアフラム

二重巻き

無収縮モルタル
流し込み

堅練りモルタル
後詰め全て二重ナット

1 1

1

1

1

1

1

1

1 1

1

1

※1

1

1

1

1

※2

同じ錆止めペイントを使用し2回塗りとする。

2

2

2

12

3

3

3

3

※3

3 余長はネジ山3以上

3

4

5階程度の建物にも適用出来る。　

と5㎜程度離す。

5

15

15

125以上

12
5
以

上

125以上

125以上

1
2
5
以

上

6～8

裏当て金：板厚9㎜以上とする。

100

2
0

20

2020

120

30

5
0

50

基礎梁上より500程度

150

150以上

150以上

1
50

以
下

30～50

梁成150以下の場合は、35→20とする。

80以下

8
0
以

下

190

A

A種

A

Aタイプ

A種

A2

A1

B

B

B種

Bタイプ

B

B種

C

C

C種

C種

D

鉄骨柱D

鉄骨柱D

3D

5D

D16を切断し天端をそろえる。

下向F

ルートギャップ：G

横向H

H形鋼柱

H

ロールH形鋼の場合

ロールH形鋼

H

H
は

計
算

上
必

要
な

長
さ

L

L

ALC版　　　　　　

M

補強P座金を兼ねる

P

PHC PHC

R

R

Rに梁フランジが接しないこと

R

柱の角のRに接しないこと柱の角のRに接しないこと

PRCPRC

①RC造柱が立上がる場合のHOOP筋・柱主筋は設計図による。

S

S

BOLT

②ブレース取付部A.BOLTについては引抜力など別途検討されたもの。

JO
I
NT

立向V

F・V

(

(

(

注)

注))

)

)

注)第三者検査とは建築主,工事管理者又は工事施工者が受入検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

スカラップ(廻し溶接)

(へ)

(ホ)

(注)適用は　　印を記入する。

外観(目視)検査

(裏はつり後溶接)

(裏はつり後溶接)

(裏はつり後溶接)

(全面塗り仕上げ工法) (後詰め工法)

埋込形(水平ハンチと隅柱・側柱の補強)

(2)構造設計図に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。　　　　　　　　　　　

(1)本標準図の対象は下表の建物規模②③欄に示す範囲をイメージしているが、軒高20m以下、

書きの条件(鋼材は400N級)において

(1)工作一般

(2)高力ボルト接合

(　)内 S10T

(3)溶接接合

溶接工は施工する溶接に適応する JISZ3801 (手溶接)又は JISZ3841 (半自動溶接)の溶接

)エンドタブの長さは、MCで35mm以上(右図)、NGC,GC

(二)ノンスカラップ工法

中間筋U型(割裂防止用)

建設省告示第1103号第1号(1)ただし

(Aタイプも同じ)

(2)突合せ溶接　(平継手　T形継手)

(sfb≒23.5kN/cm2)

(d)溶接姿勢

(d)溶接姿勢

3
0d

40
d

又
は

主
筋

の
4
0
d
か

つ

中間筋40d

40d以上

埋込h

埋
込

　
h

軒高20m以下、梁間13m以下、

軒高20m以下かつ5階建て以下、

「高さ13m以下でかつ軒の高さ10m以下

a

(a)鉄骨

(a)直接基礎

(c)溶接方法等

(e)組立て溶接は、原則として本工事に従事する者が行う

(f)屋根・床・壁

r　≒35

5：r≒10の円弧の接点は、裏当て金

r'≒10

t
t

t

t

t

tはt1、t2の小なる方とする

t≦16

但し片面溶接の場合はS=tとする

0.5≦f≦3(但しt=15 のとき 4 mm とする)

2.5

0.5≦f≦3(但しt=15のとき4mmとする)

柱鋼管と
同厚以上

柱・梁FPL

≧30

FPL折り曲げ規定

A.BOLT・地中梁の主筋の納まりに注意する。

150以上

ベース下

150以上

B.PL

B.PL

まんじゅう径200φ程度

裏当て金

≧ ≧

3

100 100

30
～

50

tはB.PL厚の1/2以上かつ6mm以上

アンカ-ボルト施工に誤差のある場合

コンクリ-トに埋め込まれる部分、コンクリ-トとの接触面で、コンクリ-トと一体とする

励行し部材に確認マ-クをつける。

デッキプレ-ト　　　

キ-ストンプレ-ト　

捨コンクリ-ト

ビ-ト・われ・アンダ-カット

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリ-トで被覆される以外の部分とする。錆止めペイ

コンクリ-ト表面のレイタンス等を取り除いた後、

フ-プ

フ-プ

・ベ-ス下の施工を慎重にする。

アンカ-フレ-ムを使用する場合は設計図による。

支持層-

ボ-リング調査

(c)ボルトの接合面の締めけ摩擦面は平グラインダ-掛け、又はショットブラスト掛けを行い、黒皮

(ｲ)ア-ク溶接機　　　　　　　

(ﾛ)ア-クエア-ガウジング機　

(ﾆ)炭酸ガスア-ク半自動溶接機

(ｲ)ア-ク手溶接(MC)       

(ﾛ)ガスシ-ルドア-ク半自動溶接(GC)   (ﾆ)ア-クエア-ガウジング　　　　　　　　　　

(ﾊ)セルフ(ﾉﾝｶﾞｽ)シ-ルドア-ク半自動溶接(NGC)

より10mm程度残して切断して、グラインダ-仕上げとする。　　　　　　　　　　　　　　

フ
-
プ

@
1
00

コンクリ-ト充填孔

フ
-
プ

フ-プ

を除去して一様に赤さびを生じさせる。締付けは1次締付け後マ-キングを入れて本締めをする。

(ﾊ)ア-クスタッド溶接機1式　

補強STP2-D13

(ベ-スプレ-ト)

(c)コンクリ-ト

(e)コンクリ-トブロック(CB)

(注)f：余盛　G：ル-ト間隔　R：ル-ト面　S：サイズ　(単位 mm)

補強プレ-トPL6をいれる

STP2-D13

2-D13以上

余盛は(1+0.1S)mm 以下とする

t
D
≧

t
F
+3

r r'

B.PL

角形鋼管A，Bタイプ

SN400ABC SN490ABC

(b)杭基礎

地盤改良コラム

型式

溶接部及び接合部の検査報告

(c)溶接及び接合部を検査し工事管理者に報告すること

現寸検査 組立・開先検査 製品検査 建方検査

(b)工事管理者に検査事項を連絡し確認を受けるもの

材料規格証明書または試験成績書

製作工場

鋼材 高力ボルト

都道府県　　　　ランク

頭付スタッド

製作要領書 工作図 施工計画書 社内検査表

，建設省告示第 1103 号による認定工場 ( )

(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

(a)工事管理者の承認を必要とするもの

大臣認定Rグレ-ド以上

(3)鉄骨工事

　　第三者検査については建設大臣官房官庁営繕部監修「建築工事共通仕様書(平成31年版)7章鉄骨工事」による。

ントはJIS　K5674の2回塗りを標準とする。

厚　

ボ-リング調査 SWS調査

コラム伏図参照

16　本

STKR400 STK400

備考

柱・間柱接合部

STK490 HU590

(mm) 設計支持力 (m) (kN) 杭先端深さ　 特記事項杭　径　

支持層　砂岩層  構造図参照深さ 構造図参照

本数(内試験杭)

(mm)コラム径　 長期地耐力 (kN/㎡) (m) 本数 特記事項コラム先端深さ　

(c)地盤改良基礎

構造図　参照

中ボルト 要 否

高力ボルト F10T

高力ボルト導入張力確認試験

S10T認定品 M22

M12

M16 M20

(b)ボルト

頭付スタッド 使用箇所 柱 小梁大梁

ナット シングル ダブル

＜尚、切削ネジ使用の場合はABMと表示＞

(　　　　　　　　　　　　　　)

(　　　　　　　　　　　　　　)

φ= L= mm

アンカ-ボルトは日本鋼構造協会 JSSⅡ13 建築構造用転造ネジ(ABR)を使用する

ナット シングル ダブル(　　　　　　　　　　　　　　)

ナット シングル ダブル(　　　　　　　　　　　　　　)

アンカ-ボルト　ABR400　M22　L=550mm　

適用箇所 径 使用箇所 備考

重ね継手 圧接継手SD295A D10～D16

溶接金網JISG3551 (   ×   )，(   ×   )

重ね継手 圧接継手SD345 D19～D25

重ね継手 圧接継手SD390 D29～

(d)鉄筋

屋体　躯体

渡り廊下　躯体

アンカ-ボルト　ABR400　M27　L=675mm　　

アンカ-ボルト　

24 27

30



株式会社み ず ほ 設 計

１級建築士 　　　　　第　153241号　江角 彰宣

１級建築士事務所登録 第(5)10401号
図　面　種　別 縮　　尺 設計年月図面番号 工　　　　事　　　　名

A2　→　A3　71％縮小

一級建築士登録 第190285号
構造設計一級建築士 第　5226号

石倉保富

有限
会社石倉保富建築構造設計

松江市学園二丁目24番12号
TEL 0852-26-7170

構造 島根県知事登録 第(6)1899号-鉄骨構造　標準図（２）S002

P000

四絡小学校屋内運動場改築建築工事 2026.02
出雲市教育委員会 教育部 教育施設課

≧

ブロック造壁の鉄筋の納まり部材 高力ボルト
溶接長 サイズ

符号
備考

山

形

鋼

6 5d 5d以上

1
2

211

3

133

213

166

162

361

117

117

227

267

178291

197

389

101

10

10

10

202

150

170

ガセットプレ-ト

5-M16

5-M16

5-M16

4-M20

5-M20

LgL

6

6

8

8

L-65×65×6

L-75×75×6

L-75×75×9

L-75×75×12

L-90×90×7

L-90×90×10

9×90

9×95

9×125

9×120

9×165

TJ-1

TYPE1

TYPE1

TYPE2

TYPE2

TYPE3

TYPE3t×B S

注)取付けは工場溶接とする。

(L)

山

形

鋼

232

531

253

216

365

473

285

385

385

286

487

399

933

529

269

729

689 10

10

10

10

305

405

306

507

5-M16

5-M16

4-M20

5-M20

5-M20

5-M20

7-M20

6

6

8

9×165

9×190

12×205

12×255

12×205

12×270

12×340

内 外 内 外

角形鋼管柱継手

現場溶接は原則として超音波探傷試験を  100% 行う。

角形鋼管(4)

使用部材の厚さは○印で囲む。

断面寸法

符号

12

12

6

16

16

Bタイプ

B

8 9

9

9

t

t

Aタイプ

注)

(現場溶接)

C

CJ-2

フランジボルト本数 フランジボルト本数

1
1

1 1 1 1

1 1 1 1

1 1

1 1 1 1

2
2

2

2
2

45

45 45 45 45

45
1010

10

40
4
0

B B

L L

e
e

e e e e

e e e e e e e e

e
e

p p p p

g
g

g

g g

(f)

h

L=La+LbFPL1 FPL2

ウェブボルト本数

WPL

WPL

FPL1

FPL2

D

D

注)CJ-1のゲ-ジg1GJ-1のゲ-ジと同じである。

50程度

B

2L-65×65×6

2L-75×75×6

2L-75×75×9

2L-75×75×12

2L-90×90×7

2L-90×90×10

2L-90×90×13

(1)

(2) ピン接合梁接合リスト

部材

ボルトピッチ

(5)

直形 ･

同上

(6)

羽子板ボルト

(
)

(
)

ねじの呼び

軸径
最大

最小

取付ボルト穴径許容差

調整ねじの長さ

切板製

平鋼製

へりあき

板厚

へりあき

板厚

ボルト端から取付ボルト穴心のあき

はしあき

取付ボルト本数

溶接長さ

注

(7)

(8) その他

JIS JIS A5540 ～ 5542

貫通補強

以上

以
上

以上

φ

以上

以
上

φ

補足受材

母屋・胴縁
継手部一般部

呼び径

はしあき

へりあき

採用ピッチ
フランジ

ウェブ

列

列

ウェブ添板

ボルト径

ボルト列

シングル

シングル

シングル

シングル

シングル

シングル

ダブル

ダブル

ダブルチドリ

フランジ幅 ボルト列

シングル

シングル

チドリ (ダブル )

チドリ (ダブル )

シングル

フランジボルト本数
ボルト径

ウェブボルト本数

符号

ボルト

径

ボルト本数 フランジ添板
備考

ウェブ添板

厚厚厚

5

フック型 直型

部材
径 本 数 厚 溶接記号符号

備考

1

1

2

2

θ

θ

≧

内ダイヤフラム
又は

特記による

板厚は特記による

ab

θ≧

b ＜a

4

に接しないこと。

大梁が斜めの場合は

溶接と添板のボルト

締めに注意のこと。

γ .

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

軽量コ
ン
ク
リ

ト

剪
断
耐
力

呼び名

形状

頭付スタッドのせん断耐力

普通スタッド材

規格品とする

M16 M20 M22

18.0 22.0 24.0

60 60 60

60(90,120) 60(90,120) 60(90,120)

40 40 40

22 27.5 35

(p) ボルト穴径・最小縁端距離(mm)

p

g1

e1

e2

10
以

上

120

30 60 30

3
0
以

上

M12中ボルト M12中ボルト250

30 3060
30

60
30

5

50

50
5
0

50 30

PL-50×6

100

125

150

175

200

250

300

350

400

100

125

150

175

200

250

300

350

400

60

60

80

100

110

140

170

M16

M16

M16

M16

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1 1 1

1 1

1
1

1
1

1

1 11 1 1 1

1

1
1

1
1

1 11 1 1 1

1
1

1

1 1

1

1

1

1

1

1

1

11

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2 2

2

2

2

2

2φ

2
φ

2φ

2
φ

22

2
2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

22

2 2

2

22

2×2

12

12

12

12

12 12

12

12

12 12

12 12

12

12

12

12

12

12

12

1212

12

12

12

1×2

1×2

3 3

3

3φ

3
3

3

3

3

3

3

3 3

13

3×2

4

4

4

4

4

4

4

44

24

24

4×2

4×2

34 34

5

5

55

55

5

5

5 5

115

15

255

25

52

25

125

355

35

235

235

45

45
4
5

4
5

4
5

45

45

54

6

6

6

6

66 66

6 6

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

16

62

46

165

7

7

17 17

7347

75

75°

75

175

8 8

28 28

28

38 38

38

85 85

85

185

185

86

87

9

9

9

9

9

9

9

9

99

9

9

9

19

19

19

19 19

49

59

98

100

100

100

100

100

100

100

100

100

01

10

10 10 1
0

20

20

20

20

20

20

20

20

200

200

200

200

200

200

200

20

2
0

210

210

120

120

120

120

120

120

120

120 120

120 120

120

210

210 210

30
゜

30
゜

310

230

230

230

230

320

320

320

4040

440

440

40

40

440

440

410

140

140

140

140

140

410

410

410

50

50 50 50

150

150

150

150

105

105

150

150

150

150

150

150

150

250

250

305

350

530

530

530

530

60

160

620

620

620

620

260

260

260

260

260

260

260

620

620

360

560

70

170

170

170

170

170

170

170

170

170

170

170

170

170

170

170

730

730

730

730

730

730

730

730

180

180

180

180

180

180

180

180

180

180 180

860

860

290

290

290

290

290

290

290

290

290
M22

M22

M22

M22

＜M12～M22＞

M12 M14

＜M24＞

M24

M16

M16

M16 M18

M20

M20

B

B B

B

B

平鋼・山形鋼ブレ-ス

ガセットプレ-トの大きさ ガセットプレ-トの溶接

ア-クスタッド溶接

丸鋼ブレ-ス

デッキプレ-トの納まり

ア-クスポット溶接

ゲ-ジ

ベ-スプレ-ト ゲ-ジ

リブプレ-ト

フランジが柱のア-ル

1-M12 1-M221-M16 1-M16 2-M201-M20 1-M20

PB-1

PB-1

GJ-1

L L

L

L

L

L

L

L

L L

L L
′

L

板厚・Lは特記による

L

ee

e

e

e

e
e

e
e

e

e e

e
e

e
e

ee

e e

e
e

e
e

p

p p p

p

p
p

p
p

p p p p p p p p

p
p

g
g

g g

g

g

g g

g
L

孔径

6.継手規準図、その他

13φ

4

4

4

4

4

4

4

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

16φ

75

8

8

8

8

8

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9 9

9 9 9

9 9

9

9

9

9

9

9

19φ

5060

60

60 60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

80

80

80，100，130

80，100，130，150

50，80，100，130

90

90

90

90

90

90

L

L

6

H-100×100×6×9

H-148×100×6×9

H-250×125×6×9

H-350×175×7×11

H-400×200×8×13

H-450×200×9×14

H-500×200×10×16

H-600×200×11×17

H-194×150×6×9

H-244×175×7×11

H-294×200×8×12

H-340×250×9×14

H-390×300×10×16

H-440×300×11×18

H-588×300×12×20

H-700×300×13×20

H-125×60×6×8

H-150×75×5×7

H-175×90×5×8

H-250×125×6×9

H-350×175×7×11

H-148×100×6×9

H-194×150×6×9

H-244×175×7×11

H-294×200×8×12

H-100×100×6×8

H-150×150×7×10

H-200×200×8×12

H-200×100×5.5×8

H-300×150×6.5×9

T

T

TJ-1

a

a

a

a

a

c c

t t

t

t

t

t

t

・t＞柱フランジのプレ-ト厚

HH

b b

b

mm mm

m

mm

mm

A

A

S S S S

(

注(

注(

注(

注(

)

)

)

)

)

(剛接合の場合は設計図書による。)

(間柱)

(溶接後の長さ)

(合成床の場合は設計図書による。)

フランジ添板幅(標準)

チドリ(フランジ)

チドリ(フランジ)

(最小)

(最小)

(最小)

(最小)

(最小)

チドリ(フランジ)

620(410)

620(410)

(70) (70)

フランジ添板幅(B)

羽子板とガセットプレ-トの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面剪断(支圧)接合とする。

アンカ-ボルト(中ボルト)

フランジ添板長(L)

()内はダブル打ちの場合

(t)

H形鋼柱脚(ピン)

H-200×100×5.5×8

H-300×150×6.5×9

H-125×125×6.5×9

H-175×175×7.5×11

d

d

d

d

d

(d)

kg/cm2

t/m3

kg/cm2

CJ-1

L'=900

10.0

7.9

10.0

7.9

10.0

9.5

(a) 柱・梁が途中折れの場合及び梁成が異なる場合

頭付スタッド(JIS1198)(b)

600≧p1≧7.5d

L≧4.0d

a1≧40

a2≧100

d≧5.0t

c≧40

φ13mm

φ19mm

φ16mm

FC

EC×10

(c)

タイプ( 0.2 H ＜φ≦ 0.3 H ) タイプ( 0.3 H ＜φ≦ 0.4 H )

0.2H以下は補強なし。

ウェブプレ-ト10mm以上は両面補強とする。

(d)

(e)

部材
ボルト

径

ボルト本数 フランジ添板 ウェブ ウェブボルトピッチ

符号
備考

 4

 6

 4

 4

 4

 6

 8

12

M16

M16

M16

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

2×2

2

2×2

2

2

2

2

2

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

1×2

2×1

2×1

12

2×1

2×1

12

12

1×2

12 12

3

3

3×1

1×3

2×3

2×3

2×3

4

4

2×4

2×5

6

6

6

6

16

16

16

1×6

8

10

120

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

60

60

60 60

60 60

60

60 60

60 60

60

60 60

60

60

60

60 60

6060

60

60

60

60 60

90

4

4

4

6

6

6

8

8

8

8

9

9 9

9

9

9

9

9

9

9

9

9 9 9

9

9

9 9 9

9 9 9

9

H-100×100×6×9

H-150×150×7×10

H-200×200×8×12

H-250×250×9×14

H-350×350×12×19

H-400×400×13×21

H-148×100×6×9

H-194×150×6×9

H-294×200×8×12

H-244×175×7×11

H-340×250×9×14

H-390×300×10×16

H-440×300×11×18

H-488×300×11×18

H-125×125×6.5×9

H-175×175×7.5×11

CJ-1

部材 ボルト径 本数
符号

備考

部材 備考ボルト径 本数
符号

10 10 40 40

GPL

5 10 40 60 40 10 40 40 40 40
10

6 12

2

2

2

2

3

3

3

3

4

4

5

5

6

6

6

6

6

6

6

9

9

9

9

9

9

H-100×50及びH-150×75の場合

GPL

M16

M16

M16

M16

M16

M20

M20

M20

M16

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

4

4

4

4

4

5

5

5

5

1
1

1 1
1

12

12

12

12

12

12

3

3

6

H-100×50×5×7

H-150×75×5×7

H-175×90×5×8

H-248×124×5×8

H-250×125×6×9

H-350×175×7×11

H-396×199×7×11

H-400×200×8×13

H-446×199×8×12

H-450×200×9×14

H-350×175×7×11

H-400×200×8×13

H-450×200×9×14

H-496×199×9×14

H-500×200×10×16

H-596×199×10×15

H-600×200×11×17

H-340×250×9×14

H-390×300×10×16

H-440×300×11×18

H-482×300×11×15

H-488×300×11×18

BJ-1

BJ-2

e
e

e e
e

p
p

p
p

p
p

p
p

9

9

9

9

9

9

H-200×100×5.5×8

H-298×149×5.5×8

H-300×150×6.5×9

(ダブル)

BJ-1 BJ-2

(3) 剛接合梁・柱継手リスト (特記なき限り、フランジ・ウェブ共添板はダブルとする。)

GJ-1

PL厚さはウェブPL厚さ以上 PL厚さはウェブPL厚さ以上×2

h

n

n×m

w

(最小値)

GPL

WPL

ウェブ添板

WPL厚
GPL厚

ウェブ添板

WPL厚
GPL厚

2PL-6

2PL-9

2PL-9

2PL-9

2PL-9

2PL-9

2PL-9

2PL-9

2PL-9

2PL-9

2PL-9

2PL-9

D

FPL1

FPL2

WPL

FPL1 FPL2
4本 6本 8本 10本 12本

M20・M22

4本 6本 8本 10本 12本

フランジ
ウェブ

FPL1 FPL2 WPL

フランジ
ウェブ FPL1 FPL2 WPL e1 p1 p2

d1

e1

e2

e2

e3

Lb

+0.～-0.5mm

Ss

R

R

R

10.81

10.64

12.65

12.46

14.65

14.46

16.33

16.11

18.33

18.11

20.33

20.11

21.99

21.77

23.521.5 21.5 21.5

32.5 32.5 37.5 37.5

4.5

4.5

取付ボルトの種類は JISB1186 2種高力ボルト(F10T)又は JISB1180又は

(1)

(2)

(3)

e1・e2が確保されていれば形状は自由でよい。

特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径(φ)は0.4H以下とし、そのピッチは3.0φ以上とする。

スリ-ブは梁成の中央 1/2 の範囲とする。

p2≧5.0d

鉄骨構造標準図(2)

2 6

2 6

2 6

2 6

M16

M16

M16

M20

H-148×100×6×9

H-194×150×6×9

H-100×100×6×8

H-125×125×6.5×9

M20

9

H-294×200×8×12

H-244×175×7×11

M20 126 2PL-9

M20 2PL-93 9

M22

M20

2 9

150 150

12

H-300×300×10×15 M20 4

200

400 400 12 16 19 22

備考

H-175×175×7.5×11

200

250 250

6-M16 9×160

L-100×100×13 6-M20 12×180 448 244 264

チドリ(フランジ)

チドリ(フランジ)H-488×300×11×18

H-294×200×8×12 3

SG58

RG2



株式会社み ず ほ 設 計

１級建築士 　　　　　第　153241号　江角 彰宣

１級建築士事務所登録 第(5)10401号
図　面　種　別 縮　　尺 設計年月図面番号 工　　　　事　　　　名

A2　→　A3　71％縮小

一級建築士登録 第190285号
構造設計一級建築士 第　5226号

石倉保富

有限
会社 石倉保富建築構造設計

松江市学園二丁目24番12号
TEL 0852-26-7170

構造 島根県知事登録 第(6)1899号鉄筋コンクリート構造　標準図（１） -S003

P000

四絡小学校屋内運動場改築建築工事 2026.02
出雲市教育委員会 教育部 教育施設課

　　　 なお、片持小梁及び片持スラブの場合は、20d及び10dを25d以上とする。

スラブの場合 壁の場合

L1

L1

全長
全長

※表【定着の長さ】の直線定着長さ以上確保する。

※※
※※

※ L1は表【定着の長さ】、L2,L3は表【投影定着長さ】以上確保する。

D10 @100

杭径D

杭頭補強筋

L
1
以

上
1
.
5
×

D

コンクリート充填

コンクリート止め

杭径D

L
1
以

上

スタッド溶接
又はねじ込み

コンクリート止め

杭のみこみは
特記による。

杭のみこみは
特記による。

杭頭補強筋

杭頭端板

＜PHC・PRC杭＞

曲 (4)スパイラル筋の継手及び定着は、次図による。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1.2 基本要求品質

主要構造部の配筋は、コンクリ－ト打ちに先立ち、監督員の検査を受ける。

(b)組立てられた鉄筋は、所定の形状及び寸法を有し、所定の位置に保持されていること。又、鉄筋の表

面は、所要の状態であること。

(c)鉄筋の継手及び定着部は、作用する力を伝達できるものであること。

1.3 配筋検査

1.1 適用範囲

2.1 鉄筋

規格番号 規格名称 種類の記号

(3)全ての試験体が母材破断した場合を合格とする。

3.1 一般事項

設計図書での鉄筋の表示記号は下記による。

異形

記号

D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29 D32

JIS G3112 鉄筋コンクリ－ト用棒鋼

2.2 溶接金網

2.3 材料試験

種類の記号
重ね継手

適用径の範囲

ガス圧接継手

不可SD295A D16以下

SD295B

SD345

SD390

D19以上

鉄筋コンクリ－ト構造標準図(1)

1.  一般事項

2.  材料

3.  加工及び組立て

とすることができる。

を有する者とする。

2　上端筋でも角が落ちる可能性がありフック

ではフック付きとする。

注)1　壁がある場合は法規上必要ないが本要領

(3)煙突の鉄筋(壁の一部となる場合を含む)

(4)杭基礎のベ－ス筋。

注)1

柱

注)2

梁

注)1

付きとする。

折曲げ図 使用箇所

曲
げ
角
度

･

･
･

･

･

180゜

90゜

　90゜

　90゜

D
D

D

D

D

135゜

135゜

135゜

d
d

d

d
d

SD390

幅止め筋

柱・梁の主筋

杭基礎のベ－ス筋

スタラップ・フ－プ

スパイラル筋

スタラップ

D13以下の鉄筋

Ｔ形・L形の

D16以上の鉄筋

SD295A・SD295B・SD345
SDR295・SDR345　　　　　　

末端部

D19～D25 D29～D38D16以下

3d以上 4d以上 5d以上

4d以上

6d
以
上

8
d
以

上
4d
以
上4
d
以

上

以下

折曲げ図 使用箇所
げ
角
度

フ－プ

その他の鉄筋

スタラップ

スパイラル筋

・ ・
・ ・

　90゜

D

D

SD390　
SD345　SD295A SD295B
SDR345SDR295

D19～D25 D29～D38D16以下

3d以上 4d以上

8d以上6d以上4d以上

(1)主筋及び耐力壁の鉄筋重ね継手長さは特記による。特記がなければ40d(軽量コンクリートの場合は

50d)と下記の表の重ね長さのうち大きい値とする。

鉄筋の種類
ｺﾝｸﾘｰﾄ設計基準強度

(N/mm2)
L1(フックなし) 備 考

SD295A
45d 35d

40d 30d

35d 25d

18

21

18

24,27,30,33,36

50d

45d

40d

35d

35d

30d

25d

SD295B

SD345
21

24,27

30,33,36

21

24,27

30,33,36

50d

45d

40d

35d

35d

30d

30d

L1h(フックあり)

SD390

■重ね継手の長さ表

L1h

L

L

L L L

a a a a a

フックのある場合 フックのない場合 圧接継手の場合

a=L/2 a≧L/2 a≧400mm

L1h
L1h

a=L1h/2 a≧L1h/2

L1h

L1h

SD295A
18

21

18

24,27,30,33,36
SD295B

SD345
21

24,27

30,33,36

21

24,27

30,33,36

SD390

ｺﾝｸﾘｰﾄ設計基準強度

(N/mm2)
鉄筋の種類

45d 40d

40d

40d

40d

40d

40d

40d

35d

35d 30d

50d

45d 35d

35d

35d 30d

50d

45d

35d

35d 30d

30d 25d

25d 20d

35d 30d

30d 25d

25d30d

25d 20d

35d

35d

30d

30d

30d

25d

20d 10d

10d

かつ

150mm

以上

L1 L2
L3

L1h L2h
L3h

小梁 小梁スラブ スラブ

(1)柱に取り付ける引張り鉄筋の定着長さは特記による。特記がなければ40d(軽量コンクリートの場合は

50d)と下記の表の定着長さのうち大きい値とする。

(m)鉄筋定着の長さは次による。

フックありフックなし

■定着の長さ表

注) 1　L1,L1h: 重ね継手長さ及びフックあり重ね継手長さ

2　フックありの場合のL1hは下記の図に示すようにフック部分Lを含まない。

3　軽量コンクリートの場合は表の値に5dを加えたものとする。

4　フックのある場合のL1・L2・L3は、下図に示すようにフック部分Lを含まない。

重ね継手の長さ

a: 1節半以上かつ150mm以上

L1,L2またはL3 L1h,L2hまたはL3h

L

フックありフックなし

L

La
(但し,柱成の3/4以上)

余長

余長

梁主筋の柱内折曲げ定着の
投影定着長さ

小梁及びスラブ上筋の梁内
折り曲げ定着の投影定着長さ

鉄筋の種類
ｺﾝｸﾘｰﾄ設計基準強度

(N/mm2)
備 考

SD295A
18

21

18

24,27,30,33,36
SD295B

SD345
21

24,27

30,33,36

21

24,27

30,33,36

SD390

La Lb

15d

15d15d

15d

20d

20d

20d

20d

20d

15d

15d

15d15d

15d

20d

20d

20d

20d

20d

20d

注)

3　軽量コンクリートの場合は表の値に5dを加えたものとする。

1　La: 梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ(基礎梁,片持梁及び片持スラブを含む)

2　Lb: 小梁及びスラブ上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ(片持小梁及び片持スラブは除く)

-

a a

L3

鉄筋

L2

鉄筋

1.5巻以上
の添巻き

≧
6d ≧

6
d≧

6d

≧
6d

末端部(柱頭・柱脚部) 中間部(重ね継手)

d

d

5
0
d

d

d

50d

定着起点
定着起点

d

D

d
D(a)鉄筋工事に用いる材料は,所定のものであること。

鉄筋は次表により,種類の記号は特記による。

試験の項目及び方法は,適用させようとするJISの規格による。

(3)鉄筋が軽易な場合にあっては,監督員の承諾を受けて,試験の項目を機械的性質のうち引張試験に

よる降伏点,引張強さ,伸びとすることができる。

(4)それぞれ質量2ｔ未満の場合は,監督員の承諾を受けて,試験を省略することができる。　　　

試験の項目及び方法は,適用させようとするJISの規格による。

(b)鉄筋を溶接する場合は,次により試験を行う。

(1)試験体は,種類,製造ロット及び径の異なる毎に,実際と同じ条件で3体製作する。

(2)試験は,引張試験とする。

(a)鉄筋は,設計図書に指定された寸法及び形状に合わせ,常温で正しく加工する。　　　　　　　　　

(b)異形鉄筋の径(図・表において「d］で示す)は,呼び名に用いた数値とする。　　　　　　　　　

(c)鉄筋の継手は重ね継手,ガス圧接継手又は特殊な鉄筋継手(建築基準法施行令第73条第

5項の規定に適合するもの)とし,適用は特記による。特記がなければ,鉄筋の種類に応

じた継手工法は,次表による。

溶接金網は JIS G3551(溶接金網)により,網目の形状,寸法及び鉄線の径は特記による。

(a)鉄筋の品質を試験により証明する場合は,次による。

(1)試験の項目及び方法は,適用させようとするJISの規格による。

(2)試験の回数は,種類,製造ロット及び径の異なる毎に,質量20ｔ以下は1回,20ｔを越える場

合は20ｔ毎及びその端数につき1回とし,機械的性質の試験体は1回の試験につき1体とする。

原則として,D16以下とする。但し,基礎,

以下とする。又,場所打ちコンクリ－トの場合

耐圧版,土圧壁等の大断面部材の場合は,D25

は,D32以下とする。　　　　　　　　　　

(e)バ－インコイルの鉄筋は,直線状態にしてから使用する。

(f)鉄筋の切断は,シャ－カッタ－又はのこによって行う。但し,現場でやむを得ない場合は,ガス切断

(g)鉄筋には,点付け溶接,ア－クストライクを行わない。

(h)鉄筋の仮付け溶接は,建築工事共通仕様書［鉄骨工事の溶接接合］による。　　　　　　　　　　　

(i)鉄筋の溶接は,ア－ク溶接とし,同上による。又,溶接技能者は,同上に準じ,工事に相応した技量

(j)鉄筋の末端部には,次の場合にフックを付ける。

(1)柱の四隅にある主筋(下図の●印)で,重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合。

(2)梁主筋の重ね継手が,梁の出隅及び下端の両端(下図の●印)にある場合。但し,基礎梁を除く。

(d)有害な曲がり,ひび割れ,ささくれ等の損傷のある鉄筋は,使用しない。

(5)フ－プ,スタラップ及び幅止め筋。

(k)鉄筋の折曲げは,次表による。

注)1.Dは,曲げ内のり直径を示す。

(l)重ね継手の長さは次による。尚,径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは,細い鉄筋の径による。

(2)隣合う継手の位置は,次図による。ただし,スラブ及び壁の場合でD16以下は除く。　　　　　

尚,先組み工法等で,柱,梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は,特記による。　　　　　　

(2)溶接金網の継手及び定着は,次図による。

柱・梁

耐力壁

土に接し

ない部分

構造部分の種別 全てのｺﾝｸﾘｰﾄ

20

30

30

30

30

40

40

＊40　

＊60　

60

特記による

仕上有り

仕上無し

仕上有り

仕上無し

仕上有り

仕上無し

屋内

屋外

床版・耐力壁以外の壁

柱・梁・床版・壁　　

基礎・擁壁・耐圧床版

擁壁・耐圧床版　　　

土に接す

る部分　

煙突など高熱を受ける部分

塩害など耐久性上不利な部分

軽量コンクリ－トの場合は特記による。

い仕上げのものを除く。　　

ない。　　　　　　　　　　

注)

間隔

D あき D

3.2 鉄筋の被り厚さ及び間隔

3.3 鉄筋の保護

(1)粗骨材の最大寸法の1.25倍

(2)25mm

(3)鉄筋の径(呼び名に用いた数値d)の1.5倍。

(b)コンクリ－ト打込みによる鉄筋の乱れはなるべく少なくする。特に被り厚さ及び間隔の保持に努める。

4.  基礎及び基礎梁の配筋

D：鉄筋の最大外径

1.＊印の被り厚さは,普通コンクリ－トに適用し、

2.「仕上有り」とは,モルタル塗り等の仕上のある

ものとし,吹付け塗装等の鉄筋の耐久上有効でな

3.床版・梁・基礎及び擁壁で,直接土に接する部分

の被り厚さには,捨てコンクリ－トの厚さを含ま

4.杭基礎の場合の被り厚さは,杭天端からとする。

(b)柱,梁等の鉄筋の加工に用いる被り厚さは,最小被り厚さに,10mmを加えた数値を標準とする。　

(c)鉄筋組立後の被り厚さは,最小被り厚さ以上とする。

(d)鉄筋相互のあきは下図により,次の値のうち最大のもの以上とする。但し,特殊な鉄筋継手の場合の

あきは,特記による。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(e)鉄骨鉄筋コンクリ－ト造の場合,主筋と平行する鉄骨とのあきは,(d)による。

(f)貫通孔に接する鉄筋の被り厚さは,(c)による。

(a)鉄筋の組立後,スラブ,梁等には,歩み板を置きわたし,直接鉄筋の上を歩かないようにする。　　

(a)鉄筋及び溶接金網の最小被り厚さは次表による。但し,柱及び梁の主筋にD29以上を使用する場合は,

 主筋の被り厚さを径の1.5倍以上として最小被り厚さを定める。

GL

ｺﾝｸﾘｰﾄふかし

A

A部詳細

15d

はかま筋

基礎筋

基礎筋

はかま筋

(a)直接基礎(独立基礎)の場合の配筋は,次図による。

(b)直接基礎(連続基礎)の場合の配筋は,次図による。

4.1 直接基礎

布基礎主筋

3－D16

D

L2 L2

D
L2h

L2h

3-D16

L
2

L2

基礎梁あばら筋
と同径・同間隔

地中梁

3－D16

地中梁L2

3－D16

0＜D≦500 　500＜D≦1000

基礎接合部の補強は,次図による。

4.2 基礎接合部の補強

基礎梁主筋

布基礎配力筋

はかま筋

基礎梁スタラップ

腹筋と兼ねてよい

Lb

4.3 杭基礎の補強参考例

L2h※  L2hを確保できない場合は3.1(m)(1)、折曲げ定着による

4.4 基礎梁

(a)一般事項

する。但し,やむを得ず梁内に定着する場合は下図による。

(1)梁筋は原則として柱をまたいで引き通すものとし引き通すことができない場合は,柱内に定着

(2)梁筋を柱内に定着する場合は,梁筋は,柱から定着する。　　　　　　　　　　

地中梁 地中梁

柱

L2

(余長)

Lo/2

15d

Lo/4

≧100

継手長さ

継手長さ

Lo

(b)独立基礎で基礎梁にスラブがつかない独立基礎の場合の主筋の継手及び定着は次図による。

(余長) (余長)

Lo/4

Lo

Lo/2 Lo/4

15d15d

15d 15d

継手長さ

(余長)(余長)

継手長さ

(c)独立基礎で基礎梁にスラブがつく独立基礎の場合の主筋の継手及び定着は次図による。

但し耐圧スラブがつく場合は(d)による。

(d)連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手及び定着は次図による。

(余長)

(余長)

Lo

Lo/2Lo/4 Lo/4

15d

15d

継手長さ

継手長さ

L2

2

注)

印は,継手及び余長位置を示す。　　

1 図示のない事項は,6〔大梁〕による。

3 破線は,柱内定着の場合を示す。　　　　

4.5 基礎梁のスタラップ等

(a)スタラップ

の場合は右図によることができる。　　　　

4.6 基礎梁の補強

(1)スタラップの径及び間隔は特記による。

≧
8
d

コンクリ－ト打継ぎ面

(2)スタラップ組立の形及びフックの位置は,

6.2による。但し,梁成が1.5m以上

(b)腹筋及び幅止筋は,6.2(a)(2),(3)及び

6.2(d)による。但し,梁成が1.5ｍ以

上の場合は,特記による。　　　　　　　

(c)スタラップの割付けは,6.2(c)による。

(a)打増し補強筋は,6.3による。

(b)土間スラブ等の打継ぎ補強筋は,8.3(c)による。

5.  柱の配筋

5.1 柱

(1)継手及び圧接中心位置は,梁上端から500㎜以上1500㎜以下かつ3/4ho(hoは柱の内法高さ)以下とする。

柱主筋の継手及び定着は,次による。

継手

h
o

ho
h
o

≦
3
/
4h

o
≦
3
/
4h

o

注
)
4

注
)
4

定着

上階の鉄筋
が多い場合

が多い場合
下階の鉄筋

L2

L
2

1
5
d

1
5
d

L
2

h
o
/2

+
1
5d

h
o/

2
+1

5
d

150mm以上

L2

被
り

厚
さ

150mm以上

1

2

3

4

注)

500mm以上かつ1500mm以下　　

継手,定着は、全ての階に適用できる。

3.1(j)(l)で定めた鉄筋には,フックを付ける。

(2)継手,定着及び余長は次図による。但し,柱頭定着長さL2が確保できない場合は計算により確認する。

隣合う継手の位置は,3.1(l)(2)による。

5.2 フ－プ

(1)H形とする。

(a)フ－プの種類及び間隔は,特記による。

(b)フ－プ組立の形は,次図により,適用は特記による。特記がなければ下記による。

①　H形

②　W-Ⅰ形

⑤　丸　形

d

(イ) (ロ)

④　SP形(スパイラル筋)

≧
6d

p
p

p

p
p

p

≧
6d

(イ) (ロ)

d

≧
6d

≧40d L

1注) SP形において,柱頭及び柱脚

の端部は,1.5巻以上の添巻きを行う。

1

2

3

4

注)

梁面より割付ける。

する。

記されたフ－プの間隔を示す。

フ－プ

注)3

注)4

図示のない事項については,一般の場合と同じ。　　　　

上下の柱断面寸法が異なる場合,フ－プは一般のフ－プよ

り1サイズ太い鉄筋,又は同径のものを2本重ねたものと

柱に取り付く梁に段差がある場合,フ－プの間隔を1.5

Ｐ1@又は1.5P2@とする範囲は,その柱に取り付く

全ての梁を考慮して適用する。尚,P1@,P2@は,特

(c)フック及び継手の位置は,交互とする。

P1
@

P2
@

1
.5

×
P
1
@

1
.5

×
P
1
@

1
.
5
×

P
2@

(d)フ－プの割付けは,右図による。

5.3 柱の打増し補強

PPPPP

L2 a2

L2
a a
1

L2

P
P

P

補強フ－プ

補強フ－プ

≧
8
d

d

≧
6d

(イ) (ロ) (ハ) (ニ)

(ハ)(ロ)(イ)

L L L

(5)H形の135ﾟ曲げのフックが困難な場合は,W-Ⅰ形とする。

(4)SP形において、柱頭及び柱筋の端部は1.5添巻きを行う。

(2)H形の135ﾟ曲げのフックが困難な場合は,W-Ⅰ形とする。

(3)溶接する場合の溶接長さLは、両面フレア溶接の場合は5d以上、片面フレア

溶接の場合は10d以上とする。

(a)柱の打増幅(a,a1,a2)が 70mm 以上場合の補強を示す。

(b)帯筋と同一方向の補強筋は帯筋と同径,同材質,同間隔とし定着長さはL2とする。

(c)軸方向の補強筋間隔は300mm以下とする。

La※

La※

La※

La※

La※

La※

La※

La※

La※

La※  は原則として柱せいの3/4とする。

La※

Lo/4

La※

余長

余長

L2

余長

L2

L2

余長

余長

La※

L2

L2

余長

余長

L2

L2

L2

余長

L2

余長

余長

L2

L2

L
1
h

d

余長

注) 1　L1,L1h: 注2以外の直線定着長さ及びフックあり定着長さ

2　L2,L2h: 割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着長さ

4　L3h:小梁の下端筋のフックあり定着長さ

5　フックあり定着の場合は重ね継手部同様にフック部分Lを含まない。

6　軽量コンクリートの場合は表の値に5dを加えたものとする。

3　L3: 小梁及びスラブの下端筋直線定着長さ。（基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。）

直線定着 折曲げ定着　(L2h※を確保できない場合)

a: 1節半以上かつ150mm以上

■投影定着長さ表

鉄筋コンクリ－ト造,鉄骨鉄筋コンクリ－ト造等の鉄筋工事に適用する。

□SR235  □SR295  ■SD295A  □SD295B  ■SD345  ■SD390

この配筋要領は,国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書」(令和７年版)を適用する
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よる高炉スラグ粉末、JIS A 6207によるシリカふーむ又はJIS A A6202による膨張材とする。

・フライアッシュはJIS A 6201によるI種又はⅡ種若しくはⅣ種、JIS A 6206に

JIS A 6205による防錆剤とする。

化学混和材の塩化物イオン(Cl-)量による区分はI種とする。また、防錆剤を使用する場合は

・混和材の種類はJIS A 6204によるAE減水剤または高性能AE減水剤とし、

1回の試験を行う。

③②で3台の運搬車から作製した供試体から、それぞれ1個ずつ取り出し、3個の供試体かで1回の

試験を行う。但し調合管理強度の管理試験用は1台の運搬車の試料から同時に作製した3個の供試体で
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８
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6.  梁の配筋

6.1 大梁

(a)大梁主筋の継手及び定着の一般事項

鉄筋コンクリ-ト構造標準図(2)

6.2 スタラップ等

(a)スタラップ,腹筋及び幅止め筋の一般事項

(1)スタラップの種類,径及び間隔は,特記による。

(b)スタラップ組立の形及びフックの位置

ことができる。

(1)形は,次図(イ)とする。但し,L形梁の場合は(ロ)又は(ハ),Ｔ形梁の場合は(ロ)又は(ニ)とする

(2)フックの位置は,(イ)の場合は交互とし,(ロ)の場合は,L形ではスラブのつく側,Ｔ形では交互

とする。尚,(ハ)の場合は,スラブのつく側を 90ﾟ折り曲げとする。

(イ) (ロ) (ハ) (ニ)

≧
8
d

≧
8
d

≧
6d

≧
6d

≧
8d

(c)スタラップの割付け

D

P@≒30 ≒30

P@≧

(1)間隔が一様で,ハンチのない場合は,次図による。

D

P@ P@ P@

≦P@ ≦P@ ≦P@

(2)間隔が一様で,ハンチのある場合は,次図による。

注) 1

2 図中のP@は,特記されたスタラップの間隔を示す。

スタラップは,柱面の位置から割り付ける。

P@

≒Lo/4 ≒Lo/4

P'@P'@

D

Lo/2 ≦P'@≦P'@

(3)梁の端部で間隔の異なる場合は,次図による。

注) 1

2

スタラップは,柱面の位置から割り付ける。　　　　　　　　

図中のP@,P'@は,特記されたスタラップの間隔を示す。

注) 1

2

スタラップは,柱面の位置から割り付ける。　　　　

図中のP@は,特記されたスタラップの間隔を示す。

6.3 梁の打増し補強

(b)あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径,同間隔とし定着長さはL2とする。

(1)下端の打増し (2)上端の打増し (3)側面の打増し (4)2方向の打増し

補強スタラップ

補強スタラップ

補強スタラップ
補強スタラップ

L2

a
2

L
2

aL2

腹筋

b

L
2

a

L
2

a

b ba1

15d 15d 15d 15d (定着)

15d 15d 15d 15d

Lo/4 Lo/4 Lo/4 Lo/4

Lo/4

Lo/2 Lo/2

L1

7Lo/12

Lo

Lo/4
Lo/2L3h※

(2)梁の端部で間隔に異なる場合

Lo

Lo/6 Lo/4

種別 縦筋及び横筋 断面図

シングル

ダブル

ダブル

ダブル

ダブル

シングル

シングル

W12

D10-@100

D10-@200

D10-@200

D10-@200

D10-@150

D10-@150

D10-@150

注)

(b)壁の配筋は次表により,種別は特記による。

壁筋の配筋順序は,規定しない。　　　　　

注)

KA1・KA3

KA2・KA4

種別

KW1

KW2

縦筋

横筋

縦筋

横筋

縦筋及び横筋 断面図 階段の配筋種別

ダブル

ダブル

ダブル

ダブル

D10-@200

D10-@200

D13-@200

D13-@150

縦筋は,横筋の外側に配筋する。　　　　　

(c)壁の配筋は次表により,種別は特記による。

交差部(水平断面)

各

1-D131-D13

1-D13

1-D13

1-D13 1-D13 1-D13

1-D13

L2

L2
L
2

L2 L2 L2 L2

各1-D13

L2

L
2

(d)交差部及び端部の配筋は,次図による。

端部 外壁の端部

(垂直及び水平断面を示す)

1-D13 2-D13 2-D13 4-D13

7.3  パラペット

7.2 壁の補強

(a)壁開口部の補強

但し,耐震壁を除く。

(1)壁開口部の補強筋は次表のＡ形又はＢ形とし,適用は特記による。特記がなければ,Ａ形とする。

壁の種別

W12・W15

W18・W20

縦・横筋

1-D13

2-D13

補強筋

斜筋

1-D13

2-D13

壁の種別

W12・W15

W18・W20

縦・横筋

2-D13

4-D13

補強筋

斜筋

1-D13

2-D13

A形 B形

(2)壁開口部補強筋の定着長さは,次図による。

補強筋

壁筋

L1

L1

L1

L1

(c)壁の打増し補強筋

(b)コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は,特記による。

開口部を避けて配筋できる場合は,補強を省略することができる。

壁の打増し補強筋は次図により,打増し厚さが 50mm 以上に適用する。

横筋 縦筋

a

注) 1 斜線部は打増し部分を示す。　　　　

(1)梁主筋は,原則として柱をまたいで引き通すものとし

引き通すことができない場合は,(2)により柱内に定着する

ことができる。但しやむ得ず梁内に定着する場合右図による。

梁

柱

L2
梁

(2)梁主筋を柱内に折曲げて定着する場合は次による。

なお。定着の方法は3.1(m)(1)折曲げ定着による。

　上端筋　-　曲げ降ろす。

　下端筋　-　原則として曲げ上げる。

(3)段違い梁は,右図による
梁

柱

梁

柱

D
≦
1
0
0

吊り上げ筋

(2)幅止め筋及び受け用幅止め筋は,D10-@1000程度する。

(3)腹筋に継手を設ける場合の継手長さは,150㎜程度とする。

(a)梁の打増し幅(a.a1,a2)が70mm以上の場合の補強を示す。

腹筋

W15A

W18A

W20A

W15B

W18B

W20B

1
20

1
5
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00
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継手L2

(3)開口部が柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより,

L2

L
2

2-D13

2-D13

L2

4-D13

2-D13

2-D13

【コンクリート工事】

(a)調合において単位水量の最大値は185kg/m3とする。

(b)単位セメント量最小値は270kg/m3とする。

(c)水セメント比最大値は普通ポルトランドセメントは65%とする。

(d)AE剤,AE減水剤,高性能AE減水剤を用いるコンクリートの所要空気量目標値は4.5%とする。

(e)コンクリートに含まれる塩化物質は塩化物イオン量で0.3kg/m3以下とする。

(f)コンクリートはアルカリ骨材反応を生じる恐れのないものとする。

ｲ) 材料及び調合条件

ﾛ) 骨材

材料及び調合条件は特記された事項以外は次による。

特記による。

・フェロニッケルスラグ細骨材,銅スラグ細骨材,電気炉酸化スラグ骨材及び再生骨材Hの使用は

・砂利及び砂は監督員の承諾を受けて次によることができる。

Ⅰ)絶乾密度は2.4g/cm3以上

Ⅱ)吸水率は4.0%以下

(a)骨材の種類及び品質はJIS A 5308の附属書Aの規定によるほか次による。

砂のアルカリシリカ反応性による区分は特記による。特記がなければAとする。

監督員の承諾をうける。

なお、特記によりアルカリシリカ反応性による区分Bの骨材を使用する場合は次のいずれかにより

スラグ微粉末もしくはフライアッシュを混和材として用いる普通コンクリートを使用する。

・高炉セメントB種もしくはフライアッシュセメントB種を用いる普通コンクリート又は高炉

・アルカリ総量が3.0kg/m3以下であることを計画調合により確認する。

(b)砕石,砕砂,フェロニッケルスラグ細骨材,銅スラグ細骨材,電気炉酸化スラグ骨材,砂利及び

Nとする。

(c)高炉スラグ粗骨材はJIS A 5011-1により,絶乾密度,吸水率及び単位容積質量による区分は

(d)電気高炉スラグ粗骨材はJIS A 5011-4により,絶乾密度による区分はNとする。

・基礎等で断面が大きく鉄筋量の比較的少ない場合は3.2(d)かぶり厚及び鉄筋間隔の規定範囲内で

砂利は40mm、砕石,高炉スラグ粗骨材及び再生粗骨材Hは25mmとすることができる。

・砂利は25mm、砕石,高炉スラグ粗骨材,電気炉酸化スラグ粗骨材及び再生粗骨材は20mmとする。

(e)粗骨材の最大寸法

混和材は鉄筋コンクリートに適した良質なものとし、種類及び適用は特記による。

特記がなければ、種類JIS A 5308に規定されているもの以外は次による。

ﾊ)水

水はJIS A 5308の附属書Cによる。

ﾆ)混和材料

(b)ハンチのない場合の重ね継手及び定着は,次図による。

15d(余長)L2h※ L2h※

La※La※

D

継手長さ15d

(余長)

15d

(余長)

15d

(余長)
継手長さ

La※ La※

La※La※

注) 1

上端筋

下端筋

継手中心位置は次による。

上端筋: 中央Lo/2以内

3 破線は,柱内定着の場合を示す。　　　　　　　

印は,継手及び余長位置を示す。2

2

下端筋: 柱面より梁せいD以上離しLo/4を加えた範囲以内

3.1(l)(1)で定めた鉄筋にはフックを付ける。

Lo/4 Lo/2

Lo

Lo/4

L2

L2

最上階

一般階

余長

余長

L2

L2

余長

L2

L2

DLo/4

L2

余長

余長

L2

L2

(2)壁梁

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13
300≧

300≧

〃

〃

〃

2-D10

2-D10

2-D10

1200≦D＜1500

2-D10

2-D10

　600≦D＜1200

(d)腹筋及び幅止め筋

(1)一般の梁

腹　筋

幅止筋

D 2-D10

600≦D＜900

注) 1

2

3

4

梁内定着の端部下端筋が接近するときは, のように引通すことができる。

印は,継手及び余長位置を示す。

破線は,柱内定着を示す。

3.1(l)(1)で定めた鉄筋にはフックを付ける。

(余長)(余長)

L1

L1 L1

L1 L
2

Lo/4 Lo/2

Lo

Lo/4

15d 15d

L1L1

L1 L1

La※ La※

La※

La※

La※

最上階

一般階

(c)ハンチのある場合の定着は,次図による。

La※  は原則として柱せいの3/4倍以上とする。

L
2

余長

L2

L2

L2

余長

余長

余長

7.  壁・その他の配筋

7.1 壁

(a)一般事項

(1)壁配筋の重ね継手はL1、定着長さはL2とする。

(2)幅止め筋は,縦・横とも D10-1000 @程度とする。

(3)一般部壁筋の配筋は,次図による。

柱

柱
主

筋
位

置

L
1

≦P@ ≦P@柱
主

筋
位

置

梁

梁

≒50

P@

P
@

≦
P
@

≦
P
@

梁主筋位置L2

梁主筋位置

あき重ね継手

無理に曲げないこと

0.2Lかつ
150mm以下　

L1

注) 1 Pは壁筋のピッチを示す。
La※  は原則として柱せいの3/4倍以上とする。

余長

注) 1 印は,余長位置を示す。

15d2L/315d 2L/3

一般階 最上階

A

L

L3h※ L3h※
L2

注)

水平断面

小梁外端部 小梁連続端部

先端小梁 (1) による。　　　　　

定着する。　　　　　　　　　　　　　　　

する通し筋としてよい。　　　　　　　　　

片持ち梁

片持ち梁

先端小梁 先端小梁

片持ち梁 注) 1

2

3

注)4 注)4

図示のない事項は,

先端小梁終端部の主筋は,片持ち梁内に水平

先端小梁の連続端は,片持ち梁の先端を貫通

(2)先端に小梁がある場合は,次図による。

L2

L
2

2

図示のない事項は,4.4 及び 6.1 による。3

6.5 片持ち梁

(a)片持ち梁主筋の定着

(1)先端に小梁のない場合は,次図による。

梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合は斜めにしてもよい。

印は,余長を示す。　　　　　

先端の折曲げの長さLは,梁成より被り厚さを除いた長さとする。

図示のない事項は,6.1 による。

1

2

3

L3h※  L3hを確保できない場合は3.1(m)(1)折曲げ定着による

La※  は原則として柱せいの3/4倍以上とする。

La※

L

≒45゜

Lo/6L3h※

Lo/2Lo/4

(余長)15d

15d

2Lo/3

Lo

Lo/4

15d(余長)

15d

Lo/6

Lb

端部 端部

L3h※  L3hを確保できない場合は3.1(m)(1)折曲げ定着による

余長

L2

L2

(余長) (余長)

6.4 小梁

(a)小梁主筋の継手及び定着

外　端 連続端 連続端

(1)連続小梁の場合は,次図による。

(余長) (余長) (余長) (余長)

(余長)(余長)(余長)(余長)

余長

余長

Lb

L2

ﾎ) 養 生

ﾍ) コンクリート強度試験

・軽量コンクリートの場合はコンクリートの種類が異なるごと午前,午後に1回以上かつコンクリート

150m3ごと及びその端数につき1回以上とする。

100m3ごと及びその端数につき1回以上とする。

・普通コンクリートの場合はコンクリートの種類が異なるごとに1日1回以上かつコンクリート

以内の圧縮強度推定用,その他必要に応じてそれぞれ3個とする。

(b)1回の試験の供試体の個数及び試料採取

①1回の試験の供試体数は、調合管理強度の管理試験用,構造体コンクリート材齢28日を越え91日

(a)コンクリート養生は寒冷期において寒気から保護し、は打ち込み後5日間以上はコンクリート温度を

2℃以上に保つ。また気温が高い場合にはコンクリート表面が乾燥しないよう5日間以上湿潤に保つ。

(a)コンクリートの強度試験の試験回数はレディーミクストコンクリート工場ごとに次により行う。

供試体を作製する。

②適切な間隔をあけた3台の運搬車から、それぞれ試料を採取し①で必要な数の供試体を

(d)供試体の養生方法及び養生温度

作製する。ただし、調合管理強度の管理試験用は1台の運搬車から採取した試料で同時に3個の

(c)供試体はJIS A 1132に基づいて、工事現場で作製しそれぞれ試験の目的に応じた養生を行う。

なお脱型はコンクリートを詰め終わってから16時間以上3日以内に行う。

①標準養生の場合はJIS A1132による20±2℃の水中養生とする。

ﾎ) 型 枠

最高及び最低を毎日測定し養生期間中の全測定値を平均した値とする。なお、養生水槽等供試体の

保管場所は直射日光の当たらない屋外とする。

(e)圧縮強度試験

①試験方法はJIS A 1108による。

②1回の試験における3個の供試体の圧縮強度の平均値とする。

③3回の試験における圧縮強度の総平均値とする。

水平荷重等の外力に耐え、所要の品質が得られるように設計する。

(a)型枠はせき板と支保工から構成し作業荷重・コンクリート自重及び側圧・打込み振動及び衝撃・

②工事現場における養生は水中養生又は封かん養生とし、養生温度はコンクリートを打ち込んだ

構造体にできるだけ近い条件になるようにする。また水中養生の場合の養生温度は養生水槽の水温の

(b)型枠の取外しは最小存在期間及び圧縮強による場合を下記の表とする。

施工箇所 基礎・梁側・柱・壁

15℃ 以上

5℃ 以上

― 圧縮強度が5N/mm2以上となるまで。

２

５

３

３

５

８

５

７

１０0℃ 以上

セメントの種類
存置

　　　　　期間中
　　　　　　　　　　の平均気温

早強ポルトランド
セメント

普通ポルトランド
セメント

混合セメントA種
混合セメントB種

コンクリートの材齢
による場合（日）

コンクリートの
圧縮強度による場合

■せき板の最小存置期間表

0℃ 以上

0℃ 以上

セメントの種類

　　存置
　　　　　　期間中

　　　　　　　　　　の平均気温

早強
ポルトランド

セメント

普通ポルトランド
セメント

混合セメントA種

梁　下スラブ下

コンクリートの材齢
による場合（日）

コンクリートの
圧縮強度による場合

15℃ 以上

5℃ 以上

８

１２

１５

１７

２５

２８

２８

左記のすべてのセメント

２８

―

圧縮強度が設計基準強度の85％以上又は、
12N/mm2以上であり、かつ、施工中の荷重及び
外力について、構造計算により安全である
ことが確認されるまで。

圧縮強度が設計基準強度
以上であり、かつ、施工中の
荷重および外力について、
構造計算により安全である
ことが確認されるまで

■支柱の最小存置期間表
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１級建築士 　　　　　第　153241号　江角 彰宣

１級建築士事務所登録 第(5)10401号
図　面　種　別 縮　　尺 設計年月図面番号 工　　　　事　　　　名

A2　→　A3　71％縮小

一級建築士登録 第190285号
構造設計一級建築士 第　5226号

石倉保富

有限
会社 石倉保富建築構造設計

松江市学園二丁目24番12号
TEL 0852-26-7170

構造 島根県知事登録 第(6)1899号鉄筋コンクリート構造　標準図（３） -S005

P000

四絡小学校屋内運動場改築建築工事 2026.02
出雲市教育委員会 教育部 教育施設課

　　ただし、鉄筋の種類が異なる場合においては、SD390とSD345の圧接を行うことができる。

ないものとする。

建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。

□　煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート

□　屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は

造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き90cm以下とすること。

□　煙突デ屋内にある部分は鉄筋に対するコンクリート厚さをかぶり5cm以上とした鉄筋コンクリート

造又は厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造と

すること。

とすること。

有効な管の損傷防止のための設置を講ずること。

可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための設置を講ずること。

その他震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

□　法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに

類するものにあっては、建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して

構造耐力上安全なものとすること。

・建築物に設ける建築設備にあっては構造耐力上安全なものとして以下の構造方法による。

□　建築設備(昇降機を除く)建築設備の支持構造部及び緊結物は腐食または腐朽のおそれが

■　建築物に設ける給水、排水その他配管設備は

■　風圧、土圧及び水圧並びに地震その他震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造

■　建築物の部分を貫通して配管する場合においては該当貫通部分に配管スリーブを設ける等

■　管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は

■　管を支持し、又は固定する場合においては、つり金具又は防振ゴムを用いる等有効な地震

□　令第129条の2の3事項に該当するもの無し

■　令第129条の2の3事項に該当するもの有り

令第129条の2の3事項　　　　※設計が該当する場合には□に■印を記入する。

9.  階段の配筋

注）

定着筋は先端壁の縦筋の径及びピッチに合わせる。2

1 Dは先端壁厚以上とする。
2-D13

床版配力筋

出隅部分の補強筋

＜出隅部分補強配筋＞

注）

＜出隅受け部配筋＞

A≧Bとする

L3

出隅部分の補強筋

L1A/2

B

A A

B

L1

L
1

A/
2

A/2
出隅部

出隅補強筋の受け筋

柱又は梁にL1定着する

L1

L1

N2本

N1/2本N1本

土間コンクリ-ト補強筋

1-D132-D13

L2

L
2L
2

70＜H≦150の場合

@

@

@

@

D13D13

D10

D10

D10

D10

1-D13 2-D13

@ @

D13 D13

D10 D10

1-D13 2-D13

配筋種別

配筋種別

配筋図

配筋図

KA1 KA2

KA4KA3

注）

3

2

1

8.3 スラブ等の補強

9.1 片持ちスラブ形階段

L
2

L2

配筋種別 配筋種別

KB4

KB3

KB2

KB1 KB5

KB6

KB7

9.2 二辺固定スラブ形階段

200

@

@

D10

D10

D10

D10

10.  梁貫通孔その他

スタラップ

縦筋

横筋

斜筋

＜H形＞

縦筋

スタラップ
斜筋

縦筋リング筋 溶接金網

斜筋

リング筋

溶接金網

突合せ溶接

リング筋

D

D/2

＜MH形・M形＞

突
出

し
突

出
し

余
長

余
長

ｈ
被

り
被

り

突出し

余長

(e)段差のあるスラブの補強

H≦70の場合

(d)土間コンクリ-トの補強

(c)土間スラブの打継ぎ補強

土に接するスラブでS形の配筋によるもの。　

(b)屋根スラブの補強

補強筋をスラブ上端筋の下側に配置する。　　

補強筋は各 5-D10 (L=1500)とする。　　　　

(ﾛ)スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下

することができる。

(a)スラブ開口部の補強

(3)出隅部鉄筋コンクリ-ト構造標準図(3)

5-D10（L=1500）

5-D10（L=1500）

t

D13

150

150

D10

t

階段主筋は,壁の中心線を越えてから縦に降ろす。

(2)先端に小梁が付く場合の配筋は,次図による。

スラブの段差が 150mm 以下の場合の補強は,次図による。

土間コンクリ-トの補強筋は,特記による。尚

基礎梁との接合部は,次図による。

基礎梁とスラブを一体打ちとしないで,打継ぎ

を設ける場合の補強は,特記による。特記がな

ければ,次図による。但し,土間スラブとは,

屋根スラブの出隅及び入隅部分には,右図により

で,鉄筋を緩やかに曲げることにより,開口

部をを避けて配筋できる場合は,補強を省略

スラブ開口部の補強は,特記による。特記がなけ

れば,次による。

(b)出隅受け部(次図ハッチ部分)の補強筋は,特記による。

片持ちスラブ形階段の基準配筋は,次図により,寸法及び配筋種別は,特記による。　　　　　　

二辺固定スラブ形階段の基準配筋は,次表及び次図により,寸法及び配筋種別は,特記による。　

よる。

配筋種別

上

主筋

上

上

下

下

下

配筋種別 主筋 配筋種別 主筋

上

上

上

下

下

下

上

上

上

下

下

下

CS4

CS3

CS2

CS1

CS5

CS6

CS7

CS8

CS9
D13・D10-@300

D13・D10-@200

D13・D10-@200

D13・D10-@200

D13-@100

D13-@200

D13-@150

D13-@300

D10-@200

D10-@200

D10-@400

D10-@200

CS1～CS5の場合

主筋

CS6～CS7の場合

A

L

L≦600

受け筋

注）

3

2

1

L≦1000の場合D13

L＞1000の場合D16

注）

2

1

除いた長さとする。

に定着してもよい。

除いた長さとする。

に定着してもよい。

A

8.2 片持ちスラブ

スラブに段差のない場合は,主筋を引き通してスラブ

スラブに段差のない場合は,主筋を引き通してスラブ

先端の折曲げの長さAは,スラブ厚さより被り厚さを

先端の折曲げの長さAは,スラブ厚さより被り厚さを

(1)片持ちスラブの基準配筋(CS形基準配筋)は次表及び次図により,配筋種別及び厚さは特記に

片持ちスラブの配筋は,次による。

耐圧スラブの場合

受け筋(D16)

(3)鉄筋の継手長さは、L1とする。

一般の場合（鉄筋を引き通すことができる場合）

(2)配筋は,中央から割付け,端部は定められた間隔の1/2以下とする。

(4)定着長さ及び受け筋は次図による。但し,引通すことができない場合は,次図により梁内に定着する。

10.1 梁貫通孔の補強

梁貫通孔の補強は,次による。

(1)梁貫通孔補強筋の名称等は,次図による。

(2)孔の径は,梁成の 1/3 以下とし,孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

(3)孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし梁中央部下端は梁下端より1/3Dの範囲には設けてはならない。

(5)孔が並列する場合は,その中心間隔は,孔の径の平均値の3倍以上とする。

(6)縦筋及び上下縦筋は,スタラップの形に配筋する。

(4)孔の中心位置の限度は,柱及び直行する梁（小梁）の面から原則として 1.5D（D=梁成）以上離す。

(7)補強筋は,主筋の内側とする。又鉄筋の定着長さは次図による。

(9)溶接金網の余長は1格子以上とし,突き出しは 10mm 以上とする。

(8)孔の径が梁成の 1/10 以下,かつ,150mm 未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を

   但し、基礎梁,壁付帯柱は除く。

   緩やかに曲げることにより開口部を避けて配筋できる場合は補強を省略することができる。

(11)溶接金網の割付け始点は,横筋ではスタラップの下側とし,縦筋では貫通孔の中心とする。　　　

   なお溶接金網に付けるリング筋は,溶接金網に4箇所以上溶接する。

(10)溶接金網の貫通孔部分には鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。

L2

L2

L2

L2

D10@300

300

Lo

上端筋・下端筋共

D13　　　　-@100

D13　　　　-@200

D13　　　　-@150

D13・D16-@150

上端筋・下端筋共

D16　　　　-@100

D16　　　　-@125

D16　　　　-@150

スラブ配力筋の継手及び定着の長さはL3とする。

壁配筋は,7.1(c)による。

L3

L
2

300

300

300

300

300 300

t

t

t

t

tt

L2
受け筋（D13）

先端部補強筋2-D13

受け筋
注）3

配力筋

先端部補強筋2-D13

L2

受け筋
D13

配力筋

L2

2-D13

定着筋

1
00

以
下

D

L
2

1
00

以
下

10
0
以

下
D

L2

5H

H

各2-D13

3-D13

350mm

H

L2

L2

(a)補強の配筋は特記による。配筋方法は次図による。

N2/2本

L1

L
1

D13

(ｲ)スラブ開口によって切られる鉄筋と同量

の鉄筋で周囲を補強し,偶角部に斜め方向に

内側に配筋する。

2-D13（長さ=2×L1）シングルを上下筋の

注）

2

1 土間コンクリ-ト補強筋の鉄筋

径及びピッチに合わせる。　　

注）

2

1 土間コンクリ-ト補強筋の鉄筋

径及びピッチに合わせる。　　

注)1による

L
2

a

L2
a

L2 L2

2-D132-D13

中間部 端部

中間部 端部

注)1による

注)1による 注)1による

L2

a a

a≦300mm

a≦300mm

上縦筋

下縦筋横筋下縦筋

縦筋上縦筋

斜筋

8.  スラブの配筋

配筋種別

同上

同上

同上

同上

配筋種別

同上

同上

同上

同上

注）

S4

S3

S2

S1

S11

S14

S13

S12

S10

S5

S6

S7

S8

S9

D13-@100

D13-@150

D13・D10-@100

D13-@100

D13-@150

D13・D10-@150

D13-@150

D13・D10-@150

D10-@100

D13・D10-@150

D13・D10-@100

D13・D10-@200

D10-@200

D10-@150

D10-@200

D13・D10-@200

D10-@200

D10-@250

D10-@200

D10-@250

短辺方向主筋 長辺方向配力筋 短辺方向主筋 長辺方向配力筋

8.1 スラブ

短辺方向配筋(主筋)

長辺方向配筋(配力筋)

柱 柱
大

梁

小
梁

柱 柱

大梁

大梁

大
梁

短辺方向

長
辺

方
向

上端筋,下端筋とも同一配筋とする。　　　　

スラブの配筋は,次による。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(1)スラブの基準配筋（S形基準配筋）は次表及び次図により,配筋種別及び厚さは特記による。　　

A/
2

L1
(
L3

)

(12)溶接金網の割付け始点は,横筋ではスタラップの下側とし,縦筋では貫通孔の中心とする。

L1 L1

L1L1L1L1

13φ

2-2-D13

4-2-D13

4-2-D13

6-2-D16

配筋種別

形

配

筋

斜筋

2-2-D13

4-2-D13

4-2-D16

4-2-D16

4-2-D19

H

H4

H3

H2

H1

H5

H6

4-2-D22H7

縦筋 上・下縦筋 配筋図横筋

2-2-D13

2-2-D13 2-2-D13 2-2-D13

2-2-D13 3-2-D134-2-D13

配筋種別 斜筋 縦筋 配筋図リング筋溶接金網

形

配

筋

M

M4

M3

M2

M1

配筋種別 斜筋 縦筋 配筋図溶接金網 リング筋

形

配

筋

2-2-D13

2-2-D13

2-2-D13

4-2-D13

4-2-D13

4-2-D13

4-2-D16

H

M

MH4

MH3

MH2

MH1

MH5

MH6

MH7

2-2-D13

4-2-D13

4-2-D13

13φ

13φ

2-6φ-@100

2-9φ-@100

2-9φ-@100

2-9φ-@75

2-9φ-@75

注） は,一般部分のスタラップを示す。

10.2 コンクリ-トブロック帳壁との取合い

(a)控壁

(2)配筋は,次図による。　　　

(1)控壁の配置は,特記による。

（水平・垂直断面共）

200@ コンクリ-トブロック帳壁

D13

D10
D10

D16

2
0
0

L
2

200

800

@

コンクリ-トブロック帳壁

D10
D10

土間コンクリ-ト

(b)帳壁が土間コンクリ-ト上に設置される場合の補強は,次図による。

補強かんざし筋

補強腹筋

　　丸鋼の場合 異形鉄筋の場合

100

補強かんざし筋 フック筋

180゜フック

L

L1 L1

15
0

種別

フック筋

曲げ内法直径

補強かんざし筋

補強腹筋

吊上げ荷重

2-D16

100

D16  L＝900 D16  L＝750 D16  L＝600

10≧W　50≧W＞30 30≧W＞10

φ22又はD22φ25又はD25 φ19又はD19

(mm)

(mm)

C種A種 B種

10.3 機械吊上げ用フック

(kN)

梁に設ける機械吊上げ用フックは,次表・次図により,種別は特記による。　　　　　　　　　　　

11.  ガス圧接

11.1 適用範囲

11.2 技能資格者

による技量を有する圧接技量資格者とする。

圧接作業における技能資格者は,工事に相応したJIS Z3881(ガス圧接技術検定における試験方法及び判定基準)

この節は,鉄筋を酸素・アセチレン炎を用いて加熱し,圧力を加えながら接合するガス圧接に適用する。

11.4 圧接一般
(a)圧接作業に使用する装置,器具類は,正常に動作するように整備されたものとする。

11.3 圧接部の品質

(2)圧接後のふくらみの長さは,鉄筋径の1.1倍以上とし,その形状がなだらかであること。

(3)圧接面のずれは,鉄筋径の1/4以下であること。

圧接後の外観の品質は,次の通りとする。

(1)圧接後のふくらみの直径は,鉄筋径(径の異なる場合は細い方の鉄筋径)の1.4倍以上であること。

(4)圧接部における鉄筋中心軸の偏心量は,鉄筋径(径の異なる場合は細い方の鉄筋径)の1/5以下であること。

(5)圧接部は強度に影響を及ぼす折曲り,片膨らみ,焼割れ,へこみ,垂下がり及び内部欠損がないこと。

L3
受け筋（D13）

一般の場合（鉄筋を引き通すことができない場合）

L3

Lb受け筋
(D13)

L3

Lb Lb
受け筋
(D13)

受け筋
(D13)

L3

L2

余長

余長

L2 L2

Lb

L2

L2

余長

余長

Lb

Lb

t

D13
D10@200

L3

L2

余長

L3

L2

余長

11.5 鉄筋の加工

11.6 圧接端面

11.7 天候による処置

11.8 圧接作業

11.9 圧接完了後の試験

(1)外観試験

作業を行うことができる。

偏心及び曲がりのないことを確認する。

この節は

(a)超音波探傷試験

(b)引張試験

超音波探傷試験とする。

試験方法及び判定基準)による。

11.10 不合格となった圧接部の修正
(a)外観試験で不合格となった圧接部の修正

できる。

方法)による。

試験を行うことができる。

(b)抜き取り試験で不合格となったロットの処置

ふくらみとする。

再圧接する。

(2)(i)③による。

音波探傷試験を行う。

中性炎により圧接面を中心に鉄筋径の2倍程度の範囲を加熱する。

鉄筋の加工は,3.(加工及び組立)によるほか,次による。

(1)鉄筋は,圧接後の形状及び寸法が設計図書に合致するよう圧接箇所1箇所につき鉄筋径程度の縮み代を

見込んで,切断又は加工する。

(2)圧接しようとする鉄筋は,その端面が直角となるように,適切な器具を用いて切断する。

圧接前の端面は,次による。

(1)圧接しようとする鉄筋の端面及びその周辺には,油脂,塗料,セメントペ-スト等の付着がないこと。

(2)圧接端面は平滑に仕上げられており,その周辺は軽く面取りがされていること。

(3)圧接端面は,原則として圧接作業当日に処理を行い,その状況を確認する。

(a)寒冷期には,酸素,アセチレン容器及び圧力調整器の保温に注意する。

(b)高温時には,酸素,アセチレン容器を直射日光等から保護する。

(b)試験方法は,目視により,必要に応じてノギス,スケ-ル,その他適切な治具を使用する。

(c)試験対象は,全圧接部とする。

(d)外観試験の結果不合格となった場合の処置は,11.10(a)による。

(b)圧接する鉄筋の軸方向に,適切な加圧を行い,圧接端面間の隙間が完全に閉じるまで還元炎で加熱する。

(d)圧接器の取り外しは,鉄筋加熱部分の火色消失後とする。

圧接完了後,次により試験を行い,監督員の検査を受ける。

(c)降雨雪又は強風のときは,圧接作業を中止する。但し,風よけ,覆い等の設備をした場合には,

(c)圧接端面間の隙間が完全に閉じたことを確認した後,鉄筋の軸方向に適切な圧力を加えながら,

(e)加熱中に火炎に異常があった場合は,圧接部を切り取って再圧接する。但し,(b)の圧接端面間の

隙間が完全に閉じた後に異常があった場合は,火炎を再調節して作業を行ってもよい。

(a)圧接部のふくらみの形状及び寸法,軸心のくい違い及び曲がり,その他有害と認められる

欠陥の有無について,外観試験を行う。

①試験ロットの大きさは,1組の作業班が1日に行った圧接箇所とする。

②試験の箇所数は1ロットに対し30箇所とし,ロットから均等な機会となるよう無作為に抜き取る。

⑤始業時又は作業中の探傷器の点検並びに探傷試験の一部は,監督員の立ち会いを受けて行う。

⑥ロットの合否判定は,ロットのすべての試験箇所が合格と判定された場合に当該ロットを合格とする。

⑦不合格ロットが発生した場合の処置は,11.10(b)による。

①試験ロットの大きさは,1組の作業班が1日に行った圧接箇所とする。

(2)抜取り試験は,超音波探傷試験又は引張試験とし,その適用は特記による。特記がなければ,

③試験方法及び判定基準は,JIS Z3062(鉄筋コンクリ-ト用異形棒鋼ガス圧接部の超音波探傷

④試験従事者は,当該工事のガス圧接作業に従事しない者とし,技量及び経験の証明となる

資料により,監督員の承諾を受ける。

②試験片の採取数は,1ロットに対して3本とする。尚,試験片を採取した箇所は,同種の鉄筋を

(ｲ)試験片の採取数は,当該ロットの 5% 以上とする。

(ﾛ)再試験の結果,全ての試験片について引張強さが母材の規格値以上ならば合格とする。

⑤不合格ロットが発生した場合の処置は,11.10(b)による。

圧接して継ぎ足す。但し,D25 以下の場合は,監督員の承諾を受けて,重ね継手とすることが

③試験片の形状,寸法及び試験方法は,JIS Z3120(鉄筋コンクリ-ト用棒鋼ガス圧接継手の検査

④ロットの合否の判定は,全ての試験片の引張強さが母材の規格値以上ある場合,かつ,圧接面

での破断がない場合を合格とする。但し,圧接面で破断し不合格となった場合は,次により再

(2)圧接部のずれが規定値を超えた場合は,圧接部を切り取って再圧接する。

(3)圧接部における相互の鉄筋の偏心量が規定値を超えた場合は,圧接部を切り取って再圧接する。

(4)圧接部にあきらかな折り曲がりを生じた場合は,再加熱して修正する。

(1)直ちに作業を中止し,欠陥発生の原因を調査して,必要な改善措置について監督員の承諾を受ける。

(1)圧接部のふくらみの直径やふくらみの長さが規定値に満たない場合は,再加熱し圧力を加えて所定の

(2)不合格ロットは,残り全数に対して超音波探傷試験を行う。但し,試験方法及び判定基準は,11.9

(3)超音波探傷試験の結果,不合格となった圧接箇所は,監督員と協議を行い,圧接箇所を切除して再

圧接する。

(a)鉄筋に圧接器を取り付け,このとき突き合わせた鉄筋の圧接端面間の隙間を2㎜以下とし,かつ,

(5)圧接部のふくらみが著しいつば形の場合又は著しい焼割れを生じた場合は,圧接部を切り取って

(c)再加熱又は圧接部を切り取って再圧接した箇所は,11.9(1)による外観試験及び11.9(2)(i)③により超

(d)不合格部の修正を行った場合はその記録を整理し監督職員に提出する。

(b)鉄筋の種類が異なる場合,形状の著しく異なる場合及び径の差が5mmを超える場合は,圧接をしない。
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会社 石倉保富建築構造設計

松江市学園二丁目24番12号
TEL 0852-26-7170

構造 島根県知事登録 第(6)1899号-S006 屋内運動場　既製杭　仕様書

P000

四絡小学校屋内運動場改築建築工事 2026.02
出雲市教育委員会 教育部 教育施設課

１．一般事項
   １）本工事に採用する工法は「Smart-MAGNUM工法」(認定番号：TACP-0625号(砂質地盤),TACP-0626号(礫質地盤),

   ２）工事着手前に、工事概要・工程・使用する杭の明細・使用機械等を明記した施工計画書を作成し、監督員の
       承認を得る。
   ３）工事の施工および管理は、ジャパンパイル株式会社もしくはジャパンパイル株式会社が承認した施工会社が

２．使用杭

３．試験杭
   １）試験杭は、本工事の初期あるいは本工事に先立ち、設計・施工計画の妥当性を確認するために実施する。

       考慮し、設計者と協議して決定する。

   ３）試験杭の仕様は設計図書に準拠する。設計図書に記載がない場合は、本杭を試験杭とする。また、次の
       項目について確認する。

　　　　  　　1.施工能率
　　　　  　　2.使用機械・設備の適否
　　　　  　　3.掘削液と充填液の配合・使用量の適否
　　　　  　　4.地盤の崩壊と逸水の有無
　　　　  　　5.地盤の構成

４．施工方法
 　代表的な施工手順(拡翼作業を伴い拡翼掘削部長さが撹拌対象土長さ以上の場合)を下図に示し、概要を以下に記述

６．充填材の配合と管理
    １）材料

                1.セメントの種類は設計図書に準拠する。設計図書に記載がない場合は、ポルトランド

                2.練り混ぜに使用する水は、上水道水またはセメント硬化に悪影響のない水とする。

    ２）杭周充填液

    ３）根固め液
根固め液は、根固め部に注入されるセメントミルクであり、先端支持力を確保するため

   ４）強度の管理

             　ただし、設計図書に別途定める場合はそれに従う。

                2.1回の試験の供試体の数は、杭周充填液および根固め液を各3本とする。

                3.供試体は、(公社)土木学会「コンクリート標準示方書（規準編）」のPCグラウトのブリ

                  ーディング率および膨張率試験方法によるポリエチレン袋、（一社）コンクリートパイ

                  ル・ポール協会「埋込工法に用いる根固め液およびくい周固定液の圧縮強度試験方法」

                4.圧縮強度試験は、JIS A 1108-2018（コンクリートの圧縮強度試験方法）による。

７．施工記録

５．掘削装置の形状および寸法

　　　　  　　6.先端地盤
　　　　  　　7.くいの設置精度

に根固め部の体積量以上を注入する。杭先端平均N値( N )と根固め部の拡大比( ω )に

＊密度を普通ポルトランドセメント：3.15g/c?、高炉セメントB種：3.05g/c?として計算

行う。ただし、後者の場合でも地盤の許容支持力については、ジャパンパイル株式会社が責任を負う。

１) 杭の種類

　　使用する杭は下記のものとする。

　　①平成13年国土交通省告示第1113号第8第1項第二号、第三号、第四号、第五号及び第六号の何れかに基づき

　　　コンクリートの許容応力度が規定され、杭体の許容耐力が明らかな既製コンクリート杭。

　　②建築基準法施工令第90条、平成12年建設省告示第2464号第1、第2に基づき鋼材の許容応力度が規定され、

　　　杭体の許容耐力が明らかな鋼管。

２) 杭の構成

　　下杭には必ず節杭を使用し、杭は節杭のみ、または節杭とこの上方に継いで使用するストレート杭により構

　　成される。また、下杭の節部は、拡大根固め部の範囲に必ず2つ入る。

３) 杭径

　　適用する杭径は、以下のとおりである。

　　　　根固め部に位置する節杭の軸部径 φ300～φ1200mm（節部径φ400～φ1300mm）

      　杭周面部に位置するｽﾄﾚｰﾄ杭の径  φ300～φ1200mm

　　    杭周面部に位置する節杭の軸部径 φ300～φ1200mm（節部径φ400～φ1300mm）

５) 最大施工深さ

　　最大施工深さは、先端地盤が砂質地盤の場合は基礎杭施工地盤面－68.5m、先端地盤が礫質地盤の

場合は基礎杭施工地盤面－68.5m、先端地盤が粘土質地盤の場合は基礎杭施工地盤面－63.0mとする。

通常節杭　　　拡頭節杭　　 拡頭節杭　　 複合節杭　 通常ｽﾄﾚｰﾄ杭　拡頭ｽﾄﾚｰﾄ杭　　

            (節部径ﾀｲﾌﾟ) (中間径ﾀｲﾌﾟ)

４)杭姿図

　　使用する杭の姿図の例を示す。

①杭心ｾｯﾄ～掘削
　　杭打ち機を所定の位置に据え付け、拡大ヘッドを杭心に合わせて掘削心および鉛直性を確認しつつ、適宜、

3

杭周充填液は、杭周面部に注入されるセメントミルクであり、撹拌対象土の1/2の量以上

を注入して、掘削土砂と撹拌混合してソイルセメント状にし、杭体と地盤とを一体化さ

5.充填液の圧縮強度は、材齢28日とし、1回の試験の平均値は下表により管理する。　　①　　　　　　   　         ②　　　　　　  　　       ③　　　　　　  　 ④　

3

1.杭周充填液および根固め液の密度測定を1日1回以上行う。

　　掘削液を送りながら所定深度まで掘削する。

   ２）試験杭の位置および数量は、設計図書による。なお、地盤調査結果・敷地状況・建築物の平面計画等を

                  によるポリエチレン袋、またはこれと同等な袋を用いる。グラウトプラントから採取し
                  た未固化の充填液を袋に詰め、硬化後に直径50mm・高さ100mm程度の円柱形に仕上げる。

                　セメント、高炉セメント、シリカセメント、フライアッシュセメント、エコセメント

   5）充填液の密度管理

　個々の値は、管理値の85％以上の値にて管理する。

2.計量・練り混ぜ及び計測のばらつきを考慮し、かつ、所定の圧縮強度が得られる値と
　して、測定結果が計算密度の-1～+3％の範囲であることを確認する。

杭周充填液の標準配合(対象土1m あたり)を下表に示す。

②掘削完了～杭周面部の築造

　　所定深度まで掘削後、杭周面部の築造を行う。掘削完了後に先端部で拡大ヘッドを拡翼させて杭周充填液を注入
　　しながら所定の拡翼掘削部範囲を拡翼掘削し、撹拌対象土量に応じた範囲を上下反復して杭周充填液と掘削土砂
　　を撹拌混合する。

③根固め部の築造～掘削装置の引き上げ

　　根固め液に切り替え、根固め部範囲において拡翼状態で地盤の種類に応じた注入方法により根固め部を築造する。

④杭の建て込み～定着

　　掘削孔内に、鉛直性を確認しながら杭を建て込む。杭の自重による建て込み後、回転圧入、またはモンケンで

　　圧入・軽打することにより、所定の深度まで杭を沈設し、定着させる。なお、継杭の場合は、下杭を保持装置等

　　で保持し、上下の杭の鉛直性を確認して接続した後に杭を建て込む。

　　根固め部築造後、孔壁に影響がないように掘削装置を引き上げる。

なお、試験掘削または試験杭の結果や地盤状況に応じて、0～0.5mの範囲で杭下拡大根固め部下端から下方に余掘り

       TACP-0627号(粘土質地盤)）とする。

を行う場合がある。

せることを目的とする。水セメント比は100％を標準とする。

P

応じて、水セメント比は下表の値を標準とする。
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                　または強度発現特性などの品質がこれと同等以上のものとする。

             1.充填液の強度の管理試験の回数は下表により行う。

施工報告書に記載する内容は下記の通りとする。

 　する。

水セメント比セメント種類

普通ポルトランドセメント
高炉セメントB種

W/C（%）

連結シャフト

1,000～10,000

1,000～10,000

撹拌ロッド

最
小
掘
削
径
未
満

拡大ヘッド

(単位：ｍｍ）

オーガスクリュー

組合せ例

400～1,000

1,000～10,000

　Don 　 Dsn     外径

400  ： φ450  - (φ450～φ900)
440  ： φ500  - (φ500～φ1000)
450  ： φ500  - (φ500～φ1000)
500  ： φ550  - (φ550～φ1100)
550  ： φ600  - (φ600～φ1200)
600  ： φ650  - (φ650～φ1300)
650  ： φ700  - (φ700～φ1400)
700  ： φ750  - (φ750～φ1500)
750  ： φ800  - (φ800～φ1600)
800  ： φ850  - (φ850～φ1700)
900  ： φ950  - (φ950～φ1900)
1000 ： φ1050 - (φ1050～φ2100)

セメント
C（kg）

水
W（L）

注入量
（m ）

100
100

380
377

380
377

0.500
0.500

1100 ： φ1150 - (φ1150～φ2300)
1200 ： φ1250 - (φ1250～φ2500)
1300 ： φ1350 - (φ1350～φ2500)

Don：根固め部に位置する節杭の節部径　Dsn：根固め部の基準掘削径　Den：拡大根固め部径

N≦20

65

20＜N≦40 40＜N
65

55

根固め部の拡大比

1.00≦ ω ≦1.25
1.25＜ ω ≦1.75
1.75＜ ω ≦2.00

水セメント比（%）

65

65
60
60

60
65

杭 の 種 別

試験杭

回 数

1本毎

継手のある場合

継手のない場合

20本毎またはその端数につき1回

30本毎またはその端数につき1回
本杭

杭周充填液 根固め液

N≦20 20＜N≦40 40＜N

10 以上

10 以上

10 以上

17 以上

25 以上

25 以上

1.00≦ ω ≦1.25

1.25＜ ω ≦1.75

1.75＜ ω ≦2.00
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Smart-MAGNUM工法(標準型）  特記仕様書　屋内運動場



株式会社み ず ほ 設 計

１級建築士 　　　　　第　153241号　江角 彰宣

１級建築士事務所登録 第(5)10401号
図　面　種　別 縮　　尺 設計年月図面番号 工　　　　事　　　　名

A2　→　A3　71％縮小

一級建築士登録 第190285号
構造設計一級建築士 第　5226号

石倉保富

有限
会社 石倉保富建築構造設計

松江市学園二丁目24番12号
TEL 0852-26-7170

構造 島根県知事登録 第(6)1899号-渡り廊下　既製杭　仕様書

P000

S007 四絡小学校屋内運動場改築建築工事 2026.02
出雲市教育委員会 教育部 教育施設課

１．一般事項
   １）本工事に採用する工法は「Smart-MAGNUM工法」(認定番号：TACP-0625号(砂質地盤),TACP-0626号(礫質地盤),

   ２）工事着手前に、工事概要・工程・使用する杭の明細・使用機械等を明記した施工計画書を作成し、監督員の
       承認を得る。
   ３）工事の施工および管理は、ジャパンパイル株式会社もしくはジャパンパイル株式会社が承認した施工会社が

２．使用杭

３．試験杭
   １）試験杭は、本工事の初期あるいは本工事に先立ち、設計・施工計画の妥当性を確認するために実施する。

       考慮し、設計者と協議して決定する。

   ３）試験杭の仕様は設計図書に準拠する。設計図書に記載がない場合は、本杭を試験杭とする。また、次の
       項目について確認する。

　　　　  　　1.施工能率
　　　　  　　2.使用機械・設備の適否
　　　　  　　3.掘削液と充填液の配合・使用量の適否
　　　　  　　4.地盤の崩壊と逸水の有無
　　　　  　　5.地盤の構成

４．施工方法
 　代表的な施工手順(拡翼作業を伴い拡翼周面部長さが撹拌対象土長さ以上の場合)を下図に示し、概要を以下に記述

６．充填材の配合と管理
    １）材料

                1.周面強化型で使用するセメントの種類は、普通ポルトランドセメントと高炉セメント

                2.練り混ぜに使用する水は、上水道水またはセメント硬化に悪影響のない水とする。

    ２）杭周充填液

    ３）根固め液
根固め液は、根固め部に注入されるセメントミルクであり、先端支持力を確保するため

   ４）強度の管理

             　ただし、設計図書に別途定める場合はそれに従う。

                2.1回の試験の供試体の数は、杭周充填液および根固め液を各3本とする。

                3.供試体は、(公社)土木学会「コンクリート標準示方書（規準編）」のPCグラウトのブリ

                  ーディング率および膨張率試験方法によるポリエチレン袋、（一社）コンクリートパイ

                  ル・ポール協会「埋込工法に用いる根固め液およびくい周固定液の圧縮強度試験方法」

                4.圧縮強度試験は、JIS A 1108-2018（コンクリートの圧縮強度試験方法）による。

７．施工記録

５．掘削装置の形状および寸法

　　　　  　　6.先端地盤
　　　　  　　7.くいの設置精度

に根固め部の体積量以上を注入する。杭先端平均N値( N )と根固め部の拡大比( ω )に

＊密度を普通ポルトランドセメント：3.15g/c?、高炉セメントB種：3.05g/c?、無水石膏：2.9g/c?として計算

行う。ただし、後者の場合でも地盤の許容支持力については、ジャパンパイル株式会社が責任を負う。

１) 杭の種類

　　使用する杭は下記のものとする。

　　①平成13年国土交通省告示第1113号第8第1項第二号、第三号、第四号、第五号及び第六号の何れかに基づき

　　　コンクリートの許容応力度が規定され、杭体の許容耐力が明らかな既製コンクリート杭。

　　②建築基準法施工令第90条、平成12年建設省告示第2464号第1、第2に基づき鋼材の許容応力度が規定され、

　　　杭体の許容耐力が明らかな鋼管。

２) 杭の構成

　　下杭には必ず節杭を使用し、杭は節杭のみ、または節杭とこの上方に継いで使用するストレート杭により構

　　成される。また、下杭の節部は、拡大根固め部の範囲に必ず2つ入る。

３) 杭径

　　適用する杭径は、以下のとおりである。

　　　　根固め部に位置する節杭の軸部径 φ300～φ1200mm（節部径φ400～φ1300mm）

      　杭周面部に位置するｽﾄﾚｰﾄ杭の径  φ300～φ1200mm

　　    杭周面部に位置する節杭の軸部径 φ300～φ1200mm（節部径φ400～φ1300mm）

５) 最大施工深さ

　　最大施工深さは、先端地盤が砂質地盤の場合は基礎杭施工地盤面－68.5m、先端地盤が礫質地盤の

場合は基礎杭施工地盤面－68.5m、先端地盤が粘土質地盤の場合は基礎杭施工地盤面－63.0mとする。

通常節杭　　　拡頭節杭　　 拡頭節杭　　 複合節杭　 通常ｽﾄﾚｰﾄ杭　拡頭ｽﾄﾚｰﾄ杭　　

            (節部径ﾀｲﾌﾟ) (中間径ﾀｲﾌﾟ)

４)杭姿図

　　使用する杭の姿図の例を示す。

①杭心ｾｯﾄ～掘削
　　杭打ち機を所定の位置に据え付け、拡大ヘッドを杭心に合わせて掘削心および鉛直性を確認しつつ、適宜、

3

杭周充填液は、ソイルセメントの品質を確保できるように所定の位置で撹拌対象土の

1/2の量以上を注入して、掘削土砂と撹拌混合してソイルセメント状にし、杭体と地盤と

5.充填液の圧縮強度は、材齢28日とし、1回の試験の平均値は下表により管理する。

　　①　　　　　　   　         ②　　　　　　  　　      ③　　　　　　    ④　

1.杭周充填液および根固め液の密度測定を1日1回以上行う。

　　掘削液を送りながら所定深度まで掘削する。

   ２）試験杭の位置および数量は、設計図書による。なお、地盤調査結果・敷地状況・建築物の平面計画等を

                  によるポリエチレン袋、またはこれと同等な袋を用いる。グラウトプラントから採取し
                  た未固化の充填液を袋に詰め、硬化後に直径50mm・高さ100mm程度の円柱形に仕上げる。

                　B種とする。

   5）充填液の密度管理

　個々の値は、管理値の85％以上の値にて管理する。

2.計量・練り混ぜ及び計測のばらつきを考慮し、かつ、所定の圧縮強度が得られる値と
　して、測定結果が計算密度の-1～+3％の範囲であることを確認する。

杭周充填液の標準配合(対象土1m あたり)を下表に示す。

②掘削完了～根固め部の築造

　　所定深度まで掘削後、根固め部範囲において拡翼状態で地盤の種類に応じた注入方法により、根固め液を注入し
　　ながら根固め部を築造する。
③杭周面部の築造～掘削装置の引き上げ

　　根固め部上端より、杭周面部の築造を行う。杭周充填液を注入しながら所定の拡翼周面部範囲を拡翼掘削し、

④杭の建て込み～定着

　　掘削孔内に、鉛直性を確認しながら杭を建て込む。杭の自重による建て込み後、回転圧入、またはモンケンで

　　圧入・軽打することにより、所定の深度まで杭を沈設し、定着させる。なお、継杭の場合は、下杭を保持装置等

　　で保持し、上下の杭の鉛直性を確認して接続した後に杭を建て込む。

　　撹拌対象土量に応じた範囲を上下反復して杭周充填液と掘削土砂を撹拌混合する。

なお、周面強化型は、根固め部を築造した後に杭周面部の築造を行うことを原則とするが、先端地盤が砂質地盤また

       TACP-0627号(粘土質地盤)）とする。

は礫質地盤の場合には標準型と同一手順で施工することもある。また、試験掘削または試験杭の結果や地盤状況に応

を一体化させ、標準型より富配合の充填液と無水石膏による収縮低減効果により、杭周

P

応じて、水セメント比は下表の値を標準とする。

P

P

P

P

                1.  工事概要
                2.  実施工程表
                3.  使用杭の仕様

                6.  充填液の材料・配合・使用量・圧縮強度試験結果

                5.  施工機械の仕様

                7.  試験杭または試験掘削の記録
                8.  本杭施工記録
                9.  杭配置図
                10. 地盤調査結果

                4.  施工方法概要

拡大掘削部径 拡翼掘削部径

P

P

P

P

2
2

             1.充填液の強度の管理試験の回数は下表により行う。

施工報告書に記載する内容は下記の通りとする。

　　杭周面部の築造後、孔壁に影響がないように掘削装置を引き上げる。

じて、0～0.5mの範囲で杭下拡大根固め部下端から下方に余掘りを行う場合がある。

面摩擦抵抗を大きく発現させることを目的とする。水セメント比は85％を標準とし、
無水石膏添加率は7％を標準とする。
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Smart-MAGNUM工法(周面強化型）  特記仕様書　渡り廊下



株式会社み ず ほ 設 計

１級建築士 　　　　　第　153241号　江角 彰宣

１級建築士事務所登録 第(5)10401号
図　面　種　別 縮　　尺 設計年月図面番号 工　　　　事　　　　名

A2　→　A3　71％縮小

一級建築士登録 第190285号
構造設計一級建築士 第　5226号

石倉保富

有限
会社 石倉保富建築構造設計

松江市学園二丁目24番12号
TEL 0852-26-7170

構造 島根県知事登録 第(6)1899号-杭頭補強筋　仕様書

P000

S008 四絡小学校屋内運動場改築建築工事 2026.02
出雲市教育委員会 教育部 教育施設課



株式会社み ず ほ 設 計

１級建築士 　　　　　第　153241号　江角 彰宣

１級建築士事務所登録 第(5)10401号
図　面　種　別 縮　　尺 設計年月図面番号 工　　　　事　　　　名

A2　→　A3　71％縮小

一級建築士登録 第190285号
構造設計一級建築士 第　5226号

石倉保富

有限
会社 石倉保富建築構造設計

松江市学園二丁目24番12号
TEL 0852-26-7170

構造 島根県知事登録 第(6)1899号-MAXリンブレンK 特記仕様書(1)

P000

S009 四絡小学校屋内運動場改築建築工事 2026.02
出雲市教育委員会 教育部 教育施設課

主筋

　図5　ＭＡＸリンブレンＫ型の取付け向き

適正な取付け向き3枚以上の配筋例2枚の配筋例

柱 柱主筋

図4　ＭＡＸリンブレンＫ型の取付け

■ H<250　基本組数 1組 　■ 250≦H　基本組数 2組

図6　開孔径別のあばら筋基本配筋図

あばら筋

主筋

捨て筋

あばら筋

主筋

ＭＡＸリンブレンＫ型

ＭＡＸリンブレンＫ型ＭＡＸリンブレンＫ型

開孔際補強あばら筋開孔際補強あばら筋

ＭＡＸリンブレンＫ型

柱 梁

柱 柱

2）本仕様書に定めなき事項は、日本建築学会「鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」2018年版、「鉄骨鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」2014年改定、

1、一般事項

1）本仕様書は、ＭＡＸリンブレンＫ型の標準仕様を定めるものであり、各設計における特記仕様は、本仕様書に優先して適用する。

1）適用対応梁の構造

　　　・鉄筋

　　　　　　　　　　　　　　ただし、主筋に丸鋼及びインデントの鉄筋は用いないこととする。

　　2）開孔径及び、開孔位置

　　　　　1.00≦M/Qd≦1.55　且つ、H/D≦0.25の場合　　B≧max（0.4D ，C/2）  （mm）

　　　・梁の構造種別　　：　鉄筋コンクリート造及び、鉄骨鉄筋コンクリート造　　　・梁せい（D）    ：　D≧450（mm）

　　　　　　　　ただし、コンクリートの設計基準強度が60N/mm2を超えた場合は、建築基準法第37条第二号の大臣認定を取得している高強度コンクリートとする。

2、適用範囲

　　　・柱際から開孔中心までの距離（B）：　B≧D　（mm）

　　　・梁上下端からのへりあき距離（Hc）　：　開孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とする。

　　　　　ただし、梁上下端からのへりあき距離については、ＭＡＸリンブレンＫ型があばら筋の内側に納まる距離を確保する。

　　　　　a）　あばら筋に普通鉄筋を用いた梁　　　18≦Fc≦60N/mm2

　　　　　a）　主筋    　  JIS・G 3112　「鉄筋コンクリート用棒鋼」及び、建築基準法第37条第二号の大臣認定を取得している 590・685N/mm2級鋼の高強度鉄筋 

　　　　　b）　あばら筋  　JIS・G 3112　「鉄筋コンクリート用棒鋼」及び、建築基準法第37条第二号の大臣認定を取得している 685・785・1275N/mm2級鋼の高強度鉄筋

　　　　　　　　　　　　　　ただし、開孔上下部補強筋に丸鋼及びインデントの鉄筋は用いないこととする。

　　　・引張鉄筋比（pt）　　：　pt≦2.5（％）　　ただし、下限値は0.4％または、存在応力（長期荷重による応力）による必要量の4/3倍のうち小さい方の数値以上とする。

　　　　　　　　　　　　　　SRC造の場合の下限値は、「SRC規準」に準拠する。

　　　・あばら筋比（pw）　　：　0.2≦pw≦1.2（％）　　ただし、SRC造の場合は0.1％以上とする。（非充複型鉄骨を用いた場合は0.2％以上）

　　　　　b）　あばら筋に高強度鉄筋を用いた梁　　21≦Fc≦100N/mm2

　　　・コンクリートの設計基準強度（Fc）

　　開孔周囲補強に有効な有効補強範囲（C）は開孔中心部より45度方向に発生するせん断ひび割れを想定して、図2に示す様に開孔中心部から45度に引いた線と上下の

　3、補強筋比の算定方法

　　補強範囲内に配置される開孔際補強あばら筋と一般部あばら筋の補強筋比とする。

　　3）補強量の範囲

　　　　　　あばら筋に普通鉄筋を用いた梁　　　pr≦1.0　（％）

　　　　　　あばら筋に高強度鉄筋を用いた梁　　pr≦1.2　（％）

　　　　　　基礎梁で開孔位置Bをmax（0.4D ，C/2）≦B＜Dとした梁　　pr≦0.38　（％）

　　　・有効補強範囲内のあばら筋比（ps）

　　　　　　あばら筋に普通鉄筋を用いた梁　　　ps≦1.2　（％）

　　　・有効補強範囲内のせん断補強筋比（Σpwo＝pr+ps）

　　　　　　あばら筋に普通鉄筋を用いた梁　　　0.2≦Σpwo≦1.8　（％）

　　　　　　あばら筋に高強度鉄筋を用いた梁　　0.2≦Σpwo≦2.2　（％）

　　主筋重心位置の交点の水平距離とし、C＝C1+C2とする。

　　また、基礎梁の梁端部に開孔を設け、有効補強範囲（C）が梁内に確保できない開孔位置の場合の有効補強範囲内のあばら筋比（ps）は、図3に示す様に、梁内の有効

　　ＭＡＸリンブレンＫ型の有効断面積（ar）の算定については、ＭＡＸリンブレンＫ型の開孔中心部から45度方向に対して所在する鉄筋が、せん断抵抗するものを仮定する。

　　また、広沢式の扱いによって有効断面積は公称断面積の√2倍とする。

　　　　　　あばら筋に高強度鉄筋を用いた梁　　ps≦1.0　（％）

　　　・ＭＡＸリンブレンＫ型の補強筋比（pr）

図1　貫通孔の適用開孔位置

( 1-1.61 ― )  pr・rσy + ps・sσy } bj

　　α：低減係数　α＝1.00　　pt：引張鉄筋比　　Fc：コンクリートの設計基準強度（N/mm2）　　M/Qd：せん断スパン比で、3以上のときは3とする。　　H：開孔径(mm)

  ＭＡＸリンブレンＫ型補強の有孔梁のせん断終局強度式（修正広沢式）

 　　D：梁せい(mm)　　pr：ＭＡＸリンブレンＫ型の補強筋比　　rσy：MAXリンブレンＫ型の規格降伏点（785N/mm2）ただし rσy=min(785,25Fc)　　ps：有効補強範囲内のあばら筋比

sσy：有効補強範囲内のあばら筋の規格降伏点（N/mm2）　ただし　sσy=min(wσy,25Fc)　　b：梁幅(mm)　　j：応力中心間距離で、j=7d/8(mm) とする。　　d：梁の有効せい(mm)

　　1、施工に先立ち、設計図書又は、配筋図に基づき有孔梁の補強計算を行ない、補強筋量及び開孔位置を確認する。次にＭＡＸリンブレンＫ型の枚数及び、必要あばら筋組数を確認する。

　　2、ＭＡＸリンブレンＫ型には製品の型式が記載されたラベルが取付けてあるので、 適当な製品であるか又、変形や傷がないか、スペーサー部にキャップが付いているか必ず確認する。

　　　　キャップは使用鉄筋径別に色分けし、適用開孔径を表示している。

　　3、ＭＡＸリンブレンＫ型を直接地面に置くことは避け、各サイズ毎に整理し、雨・泥・油等で汚さないように保管する。

 ◎施工管理要領

 ◎標準配筋図

　　1、ＭＡＸリンブレンＫ型の取付け

　　2、ＭＡＸリンブレンＫ型の取付け向き

　　　　1）ＭＡＸリンブレンＫ型は、必ずつめ部が上下方向になるように取り付ける。（図5）

M/Qd+0.12

　　　　　取付け、ＭＡＸリンブレンＫ型を捨て筋に結束線等で取付け保持する。ＭＡＸリンブレンＫ型の配置は、コンクリートが十分に回る空きを確保することとし、バランスよく配置する。

 　　　1）ＭＡＸリンブレンＫ型の取付けは、開孔部1ヶ所に対して2枚以上用いて必ずあばら筋の内側へ取り付ける。ＭＡＸリンブレンＫ型を3枚以上必要とする場合は、図4に示すように捨て筋を

0.053pt
0.23(18+Fc)

Qsu1 = α { H
D

図2　有効補強範囲 図3　（C）が梁内に確保できない開孔位置とした場合

　　3、開孔際補強あばら筋の基本配筋（図3参照）

　　　　1）開孔際補強あばら筋は、一般部あばら筋と同種同形状とし、基本組数を開孔径が、H＜250のとき開孔際に1組、250≦Hのとき開孔際に2組とする。

　　　　2）開孔際補強あばら筋は、開孔際から50mmのかぶり厚さとし、2組目以降は50mmピッチとする。

「建築工事標準仕様書・同解説（JASS5）」2022年改定、「鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説」2021年改定、「鉄骨鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説」

2005年改定、日本建築センター「建築物の構造関係技術基準解説書」2020年版、公共建築協会「建築構造設計基準」令和3年版及び、「公共建築工事標準仕様書」

令和4年版による。

　　　　　ただし、あばら筋に普通鉄筋を使用した梁端部に塑性ヒンジが生じない基礎梁で、18≦Fc≦51N/mm2であり、

　　　・開孔径（H）　：　H≦D／3　　ただし、Hは外径とし　H≦750（mm）

　　　・開孔の水平方向中心間距離（A）　：　A≧３H （隣り合う開孔径の平均値の3倍以上）

　　　・開孔の垂直方向中心間距離（G）　：　G≧３H （隣り合う開孔径の平均値の3倍以上）　ただし、∑H≦D/3　且つ、基礎梁に2開孔までとする。

K-07-20240417-J
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図9　開孔上下部補強筋の形状例
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(a) (b) (c) (d)
Hc<300の場合

開孔上下部補強筋例

開孔下部補強筋

開孔上部補強筋

A

(c)(a)

使用鉄筋径

MAXリンブレンK型

K5－2508

< K4シリーズ >　 　< K5シリーズ >

開孔際補強あばら筋

横筋

横筋

図8　開孔上下部の補強例

L2又はL2h以上※2

K4－1213

50mm以上

一般部あばら筋

腹筋 40d以上※1

横筋の定着長さは、※1又は※2の長さ以上とする。

L2又はL2h以上※2

開孔際補強あばら筋

開孔際補強筋

横筋

一般部あばら筋

シリーズ・呼び径

 表示シール

K5φ150

６

K4φ150

６

　　　　3）垂直方向に並列する2開孔が異径の場合、図7に示す様に、小開孔の開孔縁から開孔際補強あばら筋

　　　　　　までの距離が100mmを超える場合は、大開孔の小開孔側となる直上または直下に横筋を配置し、

　　　　　　小開孔の開孔際から50mmのかぶり厚さを確保した位置に開孔際補強筋を配筋する。開孔際補強筋は

　　　　　　大開孔の開孔縁から50mm以上のかぶり厚さを確保することとし、形状は図9を参考に決定する。

　　　　　　開孔際補強筋は一般部あばら筋と同径とする。ただし、開孔際補強筋に丸鋼およびインデントの鉄筋

　　　　　　は用いないこととする。横筋は一般部あばら筋と同径以上とし、定着長さは大開孔の開孔際から40d

　　　　　　以上または、開孔中心から45度の線との交点から「RC配筋指針」6章に規定されるL2又はL2h以上

 ◎標準配筋図

　　　　　　とする。

　　4、開孔上下部の補強（図8、9参照）

　　　　1）開孔径が250≦Hのときは開孔上下部補強を設計ピッチ以内（X´）で設ける。

　　　　2）開孔上下部補強筋は一般部あばら筋と同径とする。ただし、丸鋼及びインデントの鉄筋は用いないこと

 　　　　　とする。横筋は一般部あばら筋径と同径以上とし、定着長さは開孔際から40d以上または、開孔中心

 　　　　　から45度の線との交点から「RC配筋指針」6章に規定されるL2又はL2h以上とする。

　　　　3）開孔上下部補強筋は開孔の上下縁から50mm以上のかぶりを確保し、形状は図9を参考に決定する。Hcが

   　　　　300mm未満の場合、(d)の形状としてもよい。また、(c)のように梁の両側からコの字形状の補強筋

 　　　　　を配筋する場合の重ね長さは、「JASS5」の直線重ね継手長さ以上を確保することとする。

図7　開孔際補強筋の配筋例

　<K4シリーズ>　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 <K5シリーズ>

キャップ

　　　　4）垂直方向に開孔径が250mm以上の同径の2開孔が並列する場合、開孔間についても広範囲にわたって

 　　　　　無筋状態となることを避けるため、開孔上下補強筋と同様の配筋を行うこととする。

　　　　5）垂直方向に並列する2開孔が異径で大開孔の開孔径が250mm以上の場合、小開孔の開孔径にかかわらず

　　　　　 小開孔の上下部に開孔上下部補強筋を配筋することとし、小開孔の開孔際から開孔際補強あばら筋

　　　　　 までの距離が100mmを超える場合は開孔際補強筋を配筋することとする。

・MAXリンブレンK型の補強計算内容および結果は設計者、工事監理者、元請施工管理者が必ず確認して下さい。

・MAXリンブレンK型の採用に関しては、設計者および工事監理者の承認を得て下さい。

・MAXリンブレンK型の施工に際しては、元請施工管理者の管理の下に行って下さい。

※MAXリンブレンK型の採用・施工における注意点

K-07-20240417-J

丸井産業株式会社梁貫通孔補強材 ＭＡＸリンブレンＫ型　設計・施工標準仕様書　（2/2）
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　特記なき限り

基礎伏図　1:100

　地中梁コン天　GL+350

　基礎下端　GL-1,670

  (    )内は、地中梁天 GLからの距離を示す

　[　　]内は、基礎下端 GLからの距離を示す

印は、土間コンを示す

印は、スラブコン天 GL+755

　スラブコン天　GL+430

印は、スラブコン天 GL+665

印は、スラブコン天 GL+735

印は、下部ピットを示す

　壁は W15とする

印は、水勾配を示す

印は、スラブコン天 GL+815
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構造設計一級建築士 第　5226号

石倉保富
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会社 石倉保富建築構造設計

松江市学園二丁目24番12号
TEL 0852-26-7170

構造 島根県知事登録 第(8)1899号

G.L

F1A F1BF1 F2A

杭頭補強筋

2
0
d

G.L

P1 14-D38(WSD390)L=760
P2 10-D38(WSD390)L=760
P3 12-D38(WSD390)L=760

両面フレア溶接
(L=160mm)

F2BF2

G.L

P1
φ600

P1
φ600

P1
φ600

φ500 φ500φ500

株式会社み ず ほ 設 計図面番号 工　　　　事　　　　名 図　面　種　別 縮　　尺 設計年月 A2　→　A3　71％縮小 １級建築士事務所登録 第(5)10401号

１級建築士 　　　　　第　153241号　江角 彰宣

出雲市教育委員会 教育部 教育施設課
1/50基礎リスト・地中梁リスト(1)

P000

S013 2026.02四絡小学校屋内運動場改築建築工事
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特記なき限り　巾止筋　D10@1000
地中梁 リスト(1)　 1:50
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基礎リスト　１：50
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特記なき限り　巾止筋　D10@1000
地中梁 リスト(2)　 1:50

コンクリート

上端筋

下端筋

スターラップ

腹筋／幅止筋

断面

符号

断面名

475x1350 450x1465 475x1500 400x1200

4/4-D25 4/4-D25 5/4-D25 4/3-D25

4/3-D25 4/4-D25 5/2-D25 4/1-D25

 D13@200  D13@200  D13@200  D13@200

3-D10/D10@1000 3-D10/D10@1000 3-D10/D10@1000 3-D10/D10@1000

FG8

全断面
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構造設計一級建築士 第　5226号

石倉保富

有限
会社 石倉保富建築構造設計

松江市学園二丁目24番12号
TEL 0852-26-7170

構造 島根県知事登録 第(8)1899号

吹　抜

　壁は、W15とする

印は、水勾配を示す

　特記なき限り

1階柱壁・2階床梁伏図　1:200

　梁コン天　2FL-15

　<　　>内は、梁コン天 2FLからの下がりを示す

印は、スラブコン天 2FL-180

印は、梁下増打ちを示す
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一級建築士登録 第190285号
構造設計一級建築士 第　5226号

石倉保富

有限
会社 石倉保富建築構造設計

松江市学園二丁目24番12号
TEL 0852-26-7170

構造 島根県知事登録 第(8)1899号

SB20

SB20

SB20

SB20

SB20

吹　抜

[-100×50×5×7.5

C-100×50×20×2.3

符 号 鉄 骨 部 材 備 考

GPL-6 HTB 2-M16 H-200×100×5.5×8SB20

ぶどう棚鉄骨伏図 1:200

　特記なき限り

　壁は、W15とする

鉄骨リスト（1）

　特記なき限り

　壁は、W15とする

2階柱壁・R1階床梁伏図　1:200

印は、水勾配を示す
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ブドウ棚鉄骨伏図
２階柱壁・Ｒ階梁伏図

Ｒ階柱壁・Ｒ１階梁伏図
鉄骨リスト（１）
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石倉保富

有限
会社 石倉保富建築構造設計

松江市学園二丁目24番12号
TEL 0852-26-7170

構造 島根県知事登録 第(8)1899号

BR1 BR1 BR1 BR1 BR1

BR1 BR1 BR1 BR1 BR1

BR1 BR1 BR1 BR1 BR1

BR1 BR1 BR1 BR1 BR1

BR1 BR1 BR1 BR1 BR1

BR1 BR1 BR1 BR1 BR1

BR1 BR1 BR1 BR1 BR1

BR1 BR1 BR1 BR1 BR1

　特記なき限り

印、母屋 C-100×50×20×3.2 @600

　　　　2C-100×50×20×3.2 @1,800

符 号 鉄 骨 部 材 備 考

 H-250×125×6×9

GPL-6 HTB 2-M16

母屋

〃

L-75×75×6 BN 2-M12

L-75×75×6 BN 2-M12

 C-100×50×20×3.2 @600

2C-100×50×20×3.2 @1,800

 L-75×75×6 GPL-9 HTB 5-M16BR1

 H-588×300×12×20

鉄骨リスト(2)

SB25

屋根伏図　1:200 柱心線図　1:100

　特記なき限り

　柱心＝通心印、屋根ブレース BR1を示す
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一級建築士登録 第190285号
構造設計一級建築士 第　5226号

石倉保富

有限
会社 石倉保富建築構造設計

松江市学園二丁目24番12号
TEL 0852-26-7170

構造 島根県知事登録 第(8)1899号

F1F1 F1 F1F1F2 F1B F2B

F1F1F2 F2BF1

F1F2 F1 F2 F2 F2 F2F2 F2B

1-M20(建方後撤去)
建方用ブレース

Y1通

Y2通

Y0通

 部分は開口補強 溶接金網6φ-100×100を示す。

　壁はW15とする。

　特記なき限り

軸組図(1)　　　1:200

印は、スリットを示す。

基礎ー基礎梁間補強詳細図　1:50
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一級建築士登録 第190285号
構造設計一級建築士 第　5226号

石倉保富

有限
会社 石倉保富建築構造設計

松江市学園二丁目24番12号
TEL 0852-26-7170

構造 島根県知事登録 第(8)1899号

F1 F2BF1F1

F1 F1F1 F1AF1F1F2 F2A

建方用ブレース

Y4通

Y3通

 部分は開口補強 溶接金網6φ-100×100を示す。

　壁はW15とする。

　特記なき限り

印は、スリットを示す。

軸組図(2)　　　1:200
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一級建築士登録 第190285号
構造設計一級建築士 第　5226号

石倉保富

有限
会社 石倉保富建築構造設計

松江市学園二丁目24番12号
TEL 0852-26-7170

構造 島根県知事登録 第(8)1899号

F1 F2 F1 F1 F2 F1

F1 F2 F1F1 F1 F1 F1 F1

F2 F1 F1 F1 F2F2F2

X3通 X4通

X1通X0通

X5通 X6通

 部分は開口補強 溶接金網6φ-100×100を示す。

　壁はW15とする。

　特記なき限り

印は、スリットを示す。

軸組図(3)　　　1:200
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1/200軸組図（３）

P000

S020 2026.02四絡小学校屋内運動場改築建築工事

W15

W15 W15

W15 W15 W15 W15

W15 W15 W15

W15W15

W15 W15

W15

W15

W15

W15
W15

W15 W15 W15

W15

W15

W15AW15A

6,500

1,800 1,80026,000

6,500 6,500 6,500

275275275

6,500

1,800 1,80026,000

6,500 6,500 6,500

275275275

▼鉄骨天端（桁行）

▼1FL

8
3
0

1
,
6
7
0

▼1FL

8
3
0

1,800

1
,
6
7
0

▼鉄骨棟天端

▼GL

▼GL

▼1FL ▼1FL

▼GL

Y0 Y1 Y2 Y3 Y4Y0 Y1 Y2 Y3 Y4

8
3
0

1
,
6
7
0

8
3
0

1
,
6
7
0

▼GL

▼1FL

▼鉄骨棟天端

▼GL

▼1FL

▼鉄骨棟天端

8
3
0

1
,
6
7
0

8
3
0

1
,
6
7
0

1,190

5
03

6
5

4
6
5

5
5
0

2
8
0

5
5 1
1
0

1
1
0

1
1
0

1
1
0

1
1
0

1
1
0

3
6
5

4
6
5

2
8
0

5
5
0

2
8
0

5
5
0

2
8
0

5
5
0

▼2FL

3
,
8
0
0

▼RFL

9
,
3
3
0

8
5
0

3
,
8
5
0

▼2FL

3
,
8
0
0

▼RFL

8
,
4
8
0

▼2FL

3
,
8
0
0

▼RFL

9
,
3
3
0

8
5
0

3
,
8
5
0

1
2
0

▼2FL

3
,
8
0
0

▼RFL

3
,
8
5
0

▼鉄骨天端（桁行）

9
,
3
3
0

6
,
1
4
6

8
5
0

▼2FL

3
,
8
0
0

▼RFL

3
,
8
5
0

▼鉄骨天端（桁行）

9
,
3
3
0

6
,
1
4
6

8
5
0

▼RFL

▼鉄骨天端（桁行）

9
,
3
3
0

6
,
1
4
6

8
5
0

1
5

1
5

1
5

1
5

1
5

▼2FL

3
,
8
0
0

3
,
8
5
0

1
5

8
8
0

3
,
8
5
0

3
6
4

▼GL

6
,
1
4
6

▼鉄骨棟天端

1
5
,
9
5
0

4
7
4

▼建物高さ

1
5
,
9
5
0

4
7
4

▼建物高さ

1
5
,
9
5
0

4
7
4

▼建物高さ

1
5
,
9
5
0

4
7
4

▼建物高さ

1
8
0

1
8
0

F
c
2
7

F
c
2
7

F
c
2
7

F
c2
7

F
c
24

F
c
2
4

F
c
2
4

F
c
2
7

F
c
2
4

F
c
2
7

F
c
2
4



一級建築士登録 第190285号
構造設計一級建築士 第　5226号

石倉保富

有限
会社 石倉保富建築構造設計

松江市学園二丁目24番12号
TEL 0852-26-7170

構造 島根県知事登録 第(8)1899号

F1AF1B F1F2F1F1 F2 F1

F2B F2B F2B F2B F2A

無収縮ﾓﾙﾀﾙ

GPL-6 HTB 2-M16GPL-6 HTB 2-M16

無収縮ﾓﾙﾀﾙ

X7通 X8通

 部分は開口補強 溶接金網6φ-100×100を示す。

　壁はW15とする。

　特記なき限り

印は、スリットを示す。

軸組図(3)　　　1:200
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出雲市教育委員会 教育部 教育施設課
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▼GL

4
2
0▲第2GL

1
,
6
7
0

▼鉄骨棟天端

Y0 Y1 Y2 Y3 Y4Y0 Y1 Y2 Y3 Y4

3030

1
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▼ RFL
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5010050
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3
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▼建物高さ
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0
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0
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0
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0
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株式会社み ず ほ 設 計図面番号 工　　　　事　　　　名 図　面　種　別 縮　　尺 設計年月 A2　→　A3　71％縮小 １級建築士事務所登録 第(5)10401号

１級建築士 　　　　　第　153241号　江角 彰宣

出雲市教育委員会 教育部 教育施設課
1/50柱リスト

P000

S022 2026.02四絡小学校屋内運動場改築建築工事

1F

断面

コンクリート 700x1000 700x1250 700x1000 700x800 700x700 600x600

主筋 16 - D25 16 - D25 16 - D25

フープ  - D13@100  - D13@100  - D13@100  - D16@100  - D13@100  - D13@100

寄筋

寄筋

寄筋

寄筋

柱 リスト　  1:50

コンクリート 700x1250 700x1000 700x800 700x700 700x700

16 - D25 16 - D25 12 - D22 16 - D22

 - D16@100  - D16@100  - D16@100  - D13@100  - D13@100

700x1000 700x700

 - D13@100

階
符号 C1 C2

全断面

C3

全断面

C4

全断面

C5

全断面

C6

全断面

C7

全断面

C7A

全断面

 - D16@100

Y

X 寄筋

寄筋

寄筋

寄筋

主筋

フープ

断面

断面名 全断面

2F
H-200x200x8x12(SS400) H-200x200x8x12(SS400) H-200x200x8x12(SS400) H-200x200x8x12(SS400)

HOOP筋と同径
同材質,同間隔

主筋と同径,同材質で
@300以下に配筋 主筋と同径,同材質で

@300以下に配筋

HOOP筋と同径
同材質,同間隔

35d

a

35d

35d

a

a

1方向増打配筋 2方向増打配筋

柱増打ち補強要領

14 - D25

アンカーボルト

備　考

ベースプレート BPL-16(SN400B)

鉄骨柱脚
断面

BPL-16(SN400B)

2-M22(ABR400)L=550 2-M22(ABR400)L=550

内蔵鉄骨 H-588x300x12x20(SS400)

BPL-28(SN400B)

6-M27(ABR400)L=675

２重ナット締め ２重ナット締め ２重ナット締め

16 - D25

16 - D25

20 - D22

20 - D22

600x600

12 - D22

 - D13@100

C9

全断面

700x700

 - D13@100

C8

全断面

12 - D22

全断面

700x700

 - D13@100

C8A

12 - D19

12 - D19

同左 同左

同上同上 同上 同上

同上同上 同上 同上
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有限
会社 石倉保富建築構造設計

松江市学園二丁目24番12号
TEL 0852-26-7170

構造 島根県知事登録 第(8)1899号

株式会社み ず ほ 設 計図面番号 工　　　　事　　　　名 図　面　種　別 縮　　尺 設計年月 A2　→　A3　71％縮小 １級建築士事務所登録 第(5)10401号

１級建築士 　　　　　第　153241号　江角 彰宣

出雲市教育委員会 教育部 教育施設課
1/50梁リスト（1）

P000

S023 2026.02四絡小学校屋内運動場改築建築工事
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0
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0
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3

1
,
0
0
0

450

4

3

2 2

3
5
4

5
1

450

8
5
0

5
5

5

450

1

4

3
3

1
5
0

6
5
0

550

3
0
0

2
0
0

4
3

450

8
2
5

4
2

700

4

1
,
0
0
0

4
2

4
1

9
0
0

400x800 400x800 400x800 450x850 700x800 400x800 400x800

4/2-D25 5/3-D25 7/4-D25 4-D25 4-D25 4/3-D25

4/1-D25 5/3-D25 7/4-D25 4-D25 4-D25 4/3-D25

 D13@200  D13@150  D10@150  D10@150  D13@150

700x800 700x900 400x800

4/4-D25 4/2-D25 3-D25

4-D25 4/4-D25 4/4-D25 3/1-D25 3/2-D25

 D13@150  D13@150  D13@150  D10@150

全断面

端部 中央

2-D10/D10@1000 2-D10/D10@1000 2-D10/D10@1000 2-D10/D10@1000 2-D10/D10@1000 2-D10/D10@1000 2-D10/D10@1000 2-D10/D10@1000

2-D10/D10@1000

450x800

4-D25 4/1-D25 4/1-D25

4-D25

 D10@150

350x600

3-D25

3-D25

 D10@200

全断面

2-D10/D10@1000

2-D10/D10@1000

左端 中央 右端

2FL

断面

コンクリート

上端筋

下端筋

スターラップ

腹筋／幅止筋

断面

コンクリート

上端筋

下端筋

スターラップ

腹筋／幅止筋

R1FL

3-D25

3-D25

 D13@200  D13@200

G1

全断面

G1A

全断面

G1B

全断面

G2

全断面

G2A

全断面

G2B

全断面

G2C G3 G3A

全断面

G4

全断面全断面 端部 中央

G5

左端 中央 右端

RFL

断面

コンクリート

上端筋

下端筋

スターラップ

腹筋／幅止筋

特記なき限り 巾止筋 D10 @1000
梁 リスト (1)　 1:50

階
符号

断面名

内蔵鉄骨

鉄骨接合部

H-300x150x6.5x9

GPL-9 HTB 3-M20

あばら筋と同径
同材質,同間隔

35d a

主筋と同径,同材質 1本

あばら筋と同径
同材質,同間隔

腹筋と同径,同材質

主筋と同径,同材質 1本
@200ごとに配筋

bb

35d

a

あばら筋と同径
同材質,同間隔

b≦350mmの場合
主筋と同径,同材質 2本
b＞350mmの場合
主筋と同径,同材質 3本

腹筋と同径,同材質で
@300ごとに配筋

梁増打ち補強要領

a＞200mmの場合

35d

a

@300ごとに配筋
腹筋と同径,同材質で

b≦350mmの場合
主筋と同径,同材質 2本
b＞350mmの場合
主筋と同径,同材質 3本

※　hが70mm以上200mm以下の場合は、令和４年版「公共建築工事標準仕様書」を適用する。

大梁主筋投影定着長さ

投影定着長さ
0.75D以上

(2段目主筋共)

投影定着長さ
0.75D以上

D

梁 STPと同径，同形とする

L≦10㎝

主筋段落とし部補強

2-D136-D13/D10@1000

2-D16/D10@1000 4-D16/D10@1000

H-300x150x6.5x9

剛接合

450x1157～1360

4/3-D22

 D13@150

4/3-D25

4/2-D25

4/3-D25

4/2-D25

 D13@100

450x850

5/4-D25

5/1-D25

 D13@150

2-D10/D10@1000

5/1-D25

2-D10/D10@1000

450x900

5/5-D25

 D13@100 D13@150

550x650

450x825

4/2-D25

4-D16/D10@1000

700x1000

4/2-D22
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P000

S024 2026.02四絡小学校屋内運動場改築建築工事

3

3

3

3

450

7
0
0

350

7
0
0

4

4

4
3

4
3

4
3

4
3

4
2

4
2

4
2

4
2

4

4

4

4

4
3

4
3

4
3

4
3

4
2

4

4

4
1

4

4

400

8
0
0

4
1

4

4
2

4

4
2

4

4
1

4

4
3

4
1

4
3

4
1

4
2

4
1

4
2

4
2

4
2

4
28

0
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4
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450x800 450x800 450x700 450x700 350x700

4/1-D25 4/2-D25 4/2-D25 4/1-D25 4/3-D25 4/3-D25 4/2-D25 3-D25 3-D25

4-D25 4-D25 4/1-D25 4/1-D25 4/1-D25 4/2-D25 4/2-D25 3-D25 3-D25

 D13@150  D13@150  D13@100  D13@150  D10@200

400x800 450x800 450x800 400x800 400x800

4-D25 4/3-D25 4/3-D25 4/2-D25 4/2-D25 4-D25 4-D25 4/3-D25 4/3-D25 4/2-D25 4-D25 4-D25

4-D25 4/3-D25 4/3-D25 4/2-D25 4/2-D25 4-D25 4-D25 4/3-D25 4/3-D25 4-D25 4/1-D25 4-D25

 D13@150  D13@200  D13@100  D13@200  D13@150

左端 中央 右端 左端 中央 右端 端部 中央左端 中央 右端

2-D10/D10@1000 2-D10/D10@1000 2-D10/D10@1000 2-D10/D10@1000 2-D10/D10@1000

2-D10/D10@1000 2-D10/D10@1000 2-D10/D10@1000 2-D10/D10@1000 2-D10/D10@1000

左端 中央 右端 左端 中央 右端左端 中央 右端

2FL

断面

コンクリート

上端筋

下端筋

スターラップ

腹筋／幅止筋

断面

コンクリート

上端筋

下端筋

スターラップ

腹筋／幅止筋

R1FL

 D10@200

全断面

B1

350x600

3-D22

3-D22

2-D10/D10@1000

端　部 中　央

2-D10/D10@1000

B2

400x700

4/2-D22

4/2-D22

4-D22

4-D22

B1A

端　部 中　央

 D10@200

2-D10/D10@1000

350x600

3-D22

3-D22 3/2-D22

端　部 中　央

 D10@200

2-D10/D10@1000

350x750

4-D22

4-D22 4/2-D22

全断面

2-D10/D10@1000

B4

300x600

3-D19

3-D19

 D10@200

G5A G5C G6 G7 G8 G9G5B
階

符号

断面名

特記なき限り 巾止筋 D10 @1000
梁 リスト (2)　 1:50

断面

コンクリート

上端筋

下端筋

スターラップ

腹筋／幅止筋

内蔵鉄骨

符号

断面名

断面

コンクリート

上端筋

下端筋

スターラップ

腹筋／幅止筋

内蔵鉄骨

符号

断面名

あばら筋と同径
同材質,同間隔

35d a

主筋と同径,同材質 1本

あばら筋と同径
同材質,同間隔

腹筋と同径,同材質

主筋と同径,同材質 1本
@200ごとに配筋

bb

35d

a

あばら筋と同径
同材質,同間隔

b≦350mmの場合
主筋と同径,同材質 2本
b＞350mmの場合
主筋と同径,同材質 3本

腹筋と同径,同材質で
@300ごとに配筋

35d

a

@300ごとに配筋
腹筋と同径,同材質で

b≦350mmの場合
主筋と同径,同材質 2本
b＞350mmの場合
主筋と同径,同材質 3本

※　hが70mm以上200mm以下の場合は、令和４年版「公共建築工事標準仕様書」を適用する。

大梁主筋投影定着長さ

投影定着長さ
0.75D以上

(2段目主筋共)

投影定着長さ
0.75D以上

D

梁 STPと同径，同形とする

L≦10㎝

主筋段落とし部補強

梁増打ち補強要領

a＞200mmの場合

B3

CG4

全断面

500x750

5/2-D25

5-D25

 D13@150

2-D10/D10@1000

CG3

全断面

400x650

4-D22

4-D22

 D13@200

2-D10/D10@1000

CG2

全断面

500x700

5-D25

5-D25

 D13@200

2-D10/D10@1000

B8

端部 中央

350x650

4/2-D25

4-D25 4/3-D25

 D10@200

350x500

4-D25

4-D25

 D10@200

0-D10/D10@1000

B7

全断面

2-D10/D10@1000

B6

全断面

350x600

4/2-D25

4/2-D25

 D10@150

2-D10/D10@1000

600x500

2/2-D25

2-D25

 D13@150

0-D10/D10@1000

CG1

全断面全断面

350x600

 D10@150

B5

4-D25

全断面

350x600

 D10@150

B5A

4-D25 4/3-D25

4/3-D25

4-D25/D10@1000

 D13@150

4-D25/D10@1000

腹筋は柱にL2h折り曲げ定着腹筋は梁にL2h折り曲げ定着
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D10 @200

1-D13
1-D13

1-D13
D10 @250

D13 @200

1-D13

D10 @200

1-D13

D10 @200
D10 @250

D10 @200

D10 @250

2-D13

D10 @200

1-D13 1-D13

2-D13

1-D13

1-D13
D10 @200

1-D13D10 @200

1-D10

D13 @200

1-D13
D10 @200

D10 @250

1-D13

2-D13

1-D10

CS1

S1

CS1

4
5
0

4
0
0

(柱)

(壁)

（外部）

（壁）

（梁）

株式会社み ず ほ 設 計図面番号 工　　　　事　　　　名 図　面　種　別 縮　　尺 設計年月 A2　→　A3　71％縮小 １級建築士事務所登録 第(5)10401号
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※　増打巾が70mm以上200mm以下の場合は、
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壁増打ち補強要領

雑　配筋図 (1) 　1:50

S3
上端筋

下端筋
150

下端筋

上端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

D10 @250

D10 @250

D10 @200

スラブ リスト

150S1

S2 150

砕　石　厚60

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋 D10 @200

D10 @250

D10 @250

捨コン　厚50

長辺方向配筋(配力筋)短辺方向配筋(主筋) 備　考位　置版　厚符　号

D10 @150

D10・D13 @200

D10・D13 @200 D10 @200

D10 @200

D10 @200

D13 @200

D13 @200

D13 @200

D13 @200
捨コン　厚50
砕　石　厚100

FS1 200

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋
CS2

150CS1

180
D10 @200

D10 @200

D13 @200 D10 @250

D10 @250

D10 @250

D10 @250

D13 @200

砕　石　厚60

捨コン　厚50

砕　石　厚60

捨コン　厚50

上端筋

下端筋
CS3 150

D10 @200

D10 @200

D10 @250

D10 @250

D13 @200 ダブル

W20

200

D13 @200 ダブル

KW18

180

D13 @200 ダブル

2-D13

2-D13

―

(横筋 端部閉鎖形)

―

―

―

D13 @100 ダブル

D10 @200 ダブル

D10 @200 ダブル

2-D13

2-D13

W18

180

―

D10 @250 ダブル

D10 @250 ダブル

2-D13

2-D13

―

W15

150

2-D13

2-D13

―

150

W15A

D13 @200 ダブル

D13 @200 ダブル

上端主筋と同径
同材質,同間隔

D16
D13

h

t
a

35d

a

h＞150mmの場合

スラブ段差補強要領

※　hが150mm以下の場合は、
令和7年版「公共建築工事標準仕様書」を適用する。

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋 D10 @200

D10 @250

D10 @250
CS4 220

D13 @200

D10 @200

D10 @250

D10 @250
CS5

D13 @100
185

a



一級建築士登録 第190285号
構造設計一級建築士 第　5226号

石倉保富

有限
会社 石倉保富建築構造設計

松江市学園二丁目24番12号
TEL 0852-26-7170
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出雲市教育委員会 教育部 教育施設課
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１級建築士 　　　　　第　153241号　江角 彰宣
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縮　　尺 設計年月図面番号 工　　　　事　　　　名 A2　→　A3　71％縮小図　面　種　別
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松江市学園二丁目24番12号
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雑　配筋図 (3) 　1:50

雑　詳細図（３）
鉄骨詳細図（１）四絡小学校屋内運動場改築建築工事
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UPUP

　特記なき限り

基礎伏図　1:100

　地中梁コン天　GL+350

　基礎下端　GL-1,670

  (    )内は、地中梁天 GLからの距離を示す

　[　　]内は、基礎下端 GLからの距離を示す

印は、土間コンを示す

印は、スラブコン天 GL+755

　スラブコン天　GL+430

印は、スラブコン天 GL+665

印は、スラブコン天 GL+815

印は、スラブコン天 GL+735

印は、下部ピットを示す

　壁は W15とする

印は、水勾配を示す
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構造 島根県知事登録 第(6)1899号
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基礎伏図
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梁貫通スリーブ補強図（１）
S029 2026.02四絡小学校屋内運動場改築建築工事
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吹　抜

　特記なき限り

　　　<　　>内は、梁コン天 2FLからの下がりを示す

　壁は、W15とする

印は、水勾配を示す

1階柱壁・2階床梁伏図　1:200

　梁コン天　2FL-15
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松江市学園二丁目24番12号
TEL 0852-26-7170

構造 島根県知事登録 第(6)1899号

1階柱壁・２階梁伏図
梁貫通スリーブ補強図（２）
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梁貫通100φ

梁貫通80φ

梁貫通100φ

梁貫通100φ
梁貫通80φ

梁貫通80φ

梁貫通100φ
梁貫通100φ

梁貫通100φ

梁貫通100φ

梁貫通100φ

壁貫通200φ
壁貫通250φ

壁貫通250φ

壁貫通250φ
壁貫通250φ

壁貫通250φ

壁貫通250φ

壁貫通250φ

壁貫通250φ

1

7

11
12

10

3
4

2

8
9

3-1

5-1

1-1

5

6

4 2G5A Y2 X1-X3 100 K5-1006 2 2-D13 1100

2 2G5A Y1 X1-X3 100 100 K5-1006 2 2-D13 1

スリーブ

番号
梁名称 通り名

呼び径

(mm)

開孔径

(mm)
使用補強材 使用枚数 開孔際縦筋 組数 上下補強 備考

3 2G5A Y2 X1-X3 100 100 K5-1006 2 2-D13 1

2G5A Y2 X1-X3 2 2-D13 13-1

2G5A Y1 X1-X3 100 100 K5-1006 2 2-D13 11

2G5A Y1 X1-X3 100 100 K5-1006 2 2-D13 11-1

80 80 K5-0806

7 2B2 X1-X3 Y0-Y1 100 100 K5-1006 2 2-D13 1

8 2B2 X1-X3 Y1-Y2 80 80 K5-0806 2 2-D13 1

9 2B2 X1-X3 Y1-Y2 100 100 K5-1006 2 2-D13 1

10 2B2 X1-X3 Y2-Y3 80 80 K5-0806 2 2-D13 1

11 2B2 X1-X3 Y2-Y3 100 100 K5-1006 2 2-D13 1

12 2B2 X1-X3 Y2-Y3 100 100 K5-1006 2 2-D13 1

6 2G5B Y3 X1-X3 2 2-D13 1

5 2G5B Y3 X1-X3 2 2-D13 1

2G5B Y3 X1-X3 100 100 K5-1006 2 2-D13 15-1

80 80

80 80

K5-0806

K5-0806



吹　抜

　特記なき限り

　壁は、W15とする

2階柱壁・R1階床梁伏図　1:200

印は、水勾配を示す

一級建築士登録 第190285号
構造設計一級建築士 第　5226号

石倉保富

有限
会社 石倉保富建築構造設計

松江市学園二丁目24番12号
TEL 0852-26-7170

構造 島根県知事登録 第(6)1899号

Ｒ階柱壁・Ｒ１階梁伏図
ブドウ棚鉄骨伏図

梁貫通スリーブ補強図（３）
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S031 2026.02四絡小学校屋内運動場改築建築工事

梁貫通80φ

梁貫通150φ

梁貫通150φ

梁貫通80φ

梁貫通250φ

壁貫通300φ

壁貫通200φ

壁貫通250φ

壁貫通250φ

梁貫通250φ

梁下配管

1 2

3

スリーブ

番号
梁名称 通り名

呼び径

(mm)

開孔径

(mm)
使用補強材 使用枚数 開孔際縦筋 組数 上下補強 備考

R1G7 Y0 X1-X3 2 2-D13 1

3 R1G5A Y1 X1-X3 2 2-D13

R1G5A Y1 X1-X3 2 2-D13

2 R1G7 Y0 X1-X3 250 250 K5-2508 2 2-D13 2 要

R1G7 Y0 X1-X3 2 2-D13

1

1

1

80 80

80 80

150 150

150 150

1-1

3-1

1-1

1

3-1

K5-0806

K5-0806

K5-1508

K5-1508



一級建築士登録 第190285号
構造設計一級建築士 第　5226号

石倉保富

有限
会社 石倉保富建築構造設計

松江市学園二丁目24番12号
TEL 0852-26-7170

構造 島根県知事登録 第(8)1899号

wF1

wF1

wF1wF1

wF1

wF1
wF1AwF1A

X1通 X2通 Y5通 Y6通 垂壁開口

　特記なき限り

くい伏図　1:200

　基礎下端　GL-1,400

　特記なき限り

　基礎下端　GL-1,400

基礎伏図　1:200

　地中梁コン天　GL-50

２階伏図　1:200 R階伏図　1:200

　特記なき限り

印は、スリットを示す。

軸組図　　　1:200

　壁はwW15とする。
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工法名：Smart-MAGNUM工法（標準型）【国土交通大臣認定　砂礫地盤：TACP-0626　砂質地盤：TACP-0625】
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材 料 強 度

コンクリート強度

適用箇所

捨コンクリート

土間コン

躯体

種類

普通

普通

普通

Fc

18

21

JIS A5308 規格品

S

＋3

＋3

スランプ

15cm

15cm

18cm

鉄筋強度 JIS G3112

D10,D13,D16

D19以上

SD295A 重ね継手

ガス圧接継手SD345

30

既製杭リスト

(SKK490 t=9.0 105N)

(SKK490 t=9.0 105N)

LL=0.59.0 9.0 NewJ-BAR
設計GL- 設計GL-

杭天端 杭先端 杭全長

(m) (m) (m)
杭符号

杭種

上杭

杭長(m) 杭種 杭長(m) 杭種 杭長(m)

中杭 下杭 拡大根固め部径

Den(mm)

長期許容支持力
本数

kN/本

拡大掘削部径

Des(mm)

9.0 9.0 NewJ-BAR

仕様杭頭接合方法

設計GL- 設計GL-

wP2

wP1 1.100

1.100

25.100

25.100 24.0
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JP-HSCφ400
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JP-PRCφ400
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JP-NPHφ550-400
(B種85Ｎ) 700

700 700

700 LL=0.5

杭下拡大
根固め部長さ
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650 2
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垂壁開口補強配筋要領　1:50
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土質柱状図　1:150
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石倉保富

有限
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wF1
wF1A

G.L

(柱)

(壁)

（外部）

（壁）

（梁）

wP1
φ400

wP1
φ400
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1/50,200渡り廊下棟　構造図(2)
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符号

断面名

wFG1

全断面

wFG1A

全断面

wFG2

全断面

wFG2A

全断面

wFCG1

全断面

コンクリート 350x1000 500x1000 400x1000 350x800

上端筋 4/2-D25 3-D25

下端筋 4-D25 4-D25 3-D25

スターラップ  D13@200  D13@200  D13@200  D10@200

腹筋／幅止筋 2-D10/D10@10004-D10/D10@1000 4-D10/D10@1000 4-D10/D10@1000 4-D10/D10@1000

断面

▼GL

5/5-D25

5-D25

 D13@100

3/1-D22

RFL

2FL

階
符号

断面名

wG1

全断面

wG1A

全断面

wG2

全断面

wCG1

全断面

wB1

全断面

断面

コンクリート 350x700 350x800

上端筋 3-D25 3-D25 3/2-D25 3-D25

下端筋 3-D25 3-D25 3-D25 3-D25

スターラップ  D13@150  D13@200  D13@200  D13@200

腹筋／幅止筋

断面

コンクリート 500x500 350x800 300x500

上端筋 3-D22 3-D22 3-D22 3-D22 3-D19

下端筋 3-D22 3-D22 3-D22 3-D22 3-D19

スターラップ  D13@200  D10@200  D13@200  D10@200

腹筋／幅止筋 - 2-D10/D10@1000 2-D10/D10@1000 2-D10/D10@1000

2-D10/D10@1000 2-D10/D10@1000 2-D10/D10@1000 2-D10/D10@1000

-

3/2-D22

400x800

400x750

400x800

400x750
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400x1000

4/1-D25
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あばら筋と同径
同材質,同間隔

35d a

主筋と同径,同材質 1本

あばら筋と同径
同材質,同間隔

腹筋と同径,同材質

主筋と同径,同材質 1本
@200ごとに配筋

bb

35d

a

あばら筋と同径
同材質,同間隔

b≦350mmの場合
主筋と同径,同材質 2本
b＞350mmの場合
主筋と同径,同材質 3本

腹筋と同径,同材質で
@300ごとに配筋

梁増打ち補強要領

a＞200mmの場合

35d

a

@300ごとに配筋
腹筋と同径,同材質で

b≦350mmの場合
主筋と同径,同材質 2本
b＞350mmの場合
主筋と同径,同材質 3本

※　hが70mm以上200mm以下の場合は、令和４年版「公共建築工事標準仕様書」を適用する。

大梁主筋投影定着長さ

投影定着長さ
0.75D以上

(2段目主筋共)

投影定着長さ
0.75D以上

D

梁 STPと同径，同形とする

L≦10㎝

主筋段落とし部補強

スラブ リスト

上端筋

位　置版　厚符　号 備　考短辺方向配筋(主筋) 長辺方向配筋(配力筋)

D10 @200 D10 @250

D10 @200 D10 @250

砕　石　厚60

捨コン　厚50

上端筋

下端筋

下端筋 D10 @200

D10 @200

D10 @200

D10 @200

砕　石　厚60

捨コン　厚50
150wS1

150wS2

バックアップ材
硬質塩ビ

シーリング

全ねじ

Ｒ金具

ポリスチレンフォーム

セパレーター

硬質塩ビ

2
0

1
0

1
5
0

振れ止めバー

ロックウール

ポリエチレン独立気泡発泡体

止水ゴム

シーリング

（水膨張－液弾性シーラント）

W

3
0

■水平　完全スリット　　1/10

■貫通型垂直　完全スリット　　1/10

1)　全貫通スリットとする。

2)　スリット材は変形追従性があるもので構造耐力上影響を

3)　挿入する耐火材は２時間耐火性能を満足するものとする。

4)　スリット材には止水対策が講じられたものを使用する。

　　　（ブチゴム，塩ビによるツバ，かえし等）

5)　スリット幅は水平スリットW=30mm,垂直スリットは
　　スリット距離Lの1/100以上とする。
    但し、最小幅はW=20mmとする。

　　及ぼさないものとする。

柱

壁

250250

w

シーリング材

D10 @400

同ピッチに配筋
壁縦,横筋と同径,同材質

a＞200mmの場合
※　増打巾が70mm以上200mm以下の場合は、
平成25年版「公共建築工事標準仕様書」を適用する。

壁増打ち補強要領

壁 リスト    1:50

特記なき限り 巾止筋 D10 @1000

壁　厚

符　号

断　面

縦　筋

横　筋

縦　筋

斜　筋

開口部
補強筋

横　筋

備　考

壁スリット要領
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00

400

10
00

400

10
00

地中梁 リスト　 1:50

350

80
0

350

50

350

70
0

500

50
0

350

80
0

350

80
0

300

50
0

同上

特記なき限り 巾止筋 D10 @1000
梁 リスト　 1:50

階
符号

断面名

wC1

全断面

柱 リスト　  1:50

コンクリート 400x700

主筋

フープ  - D13@100

2F

1F

断面

150

2-D13

2-D13

―

wW15

―

D10 @250 ダブル

D10 @250 ダブル

D10 @250 シングル

D10 @250 シングル

1-D13(フック付き)

1-D13(フック付き)

wW12

120

D10 @250
150wCS1

上端筋 D10 @200

下端筋 D10 @250D10 @200

D10 @250
150

上端筋

下端筋 D10 @250D10 @200
wCS2

D13 @200

400

80
0

400

75
0

400

80
0

400

75
0

10 - D22

a

基礎リスト　１：50


